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爽
や
か
な
秋
の
風
を
感
じ
た

き
ら
め
き
県
体
２
０
０
７

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
始
ま
り
を
告

げ
る
第
61
回
鹿
児
島
県
民
体
育
大

会
曽
於
大
会
（
き
ら
め
き
県
体

２
０
０
７
）
が
、
志
布
志
市
、
曽
於

市
、
大
崎
町
を
中
心
に
９
月
15
日
、

16
日
の
両
日
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
ゴ
ル
フ
競
技
は
14
日
開
催
）

　

９
月
15
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
開
会
式

は
、
こ
れ
ま
で
の
屋
外
の
開
会
式
と

違
い
現
在
あ
る
施
設
を
有
効
利
用

す
る
と
い
う
新
し
い
試
み
の
な
か
、

県
内
12
地
区
の
選
手
、
役
員
ら
約

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
曽
於
市
青

年
団
や
市
内
の
中
村
郷
土
芸
能
保
存

会
、
末
吉
鬼
神
太
鼓
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
開
会
式
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
大
会
会
長
の
伊
藤
祐
一

郎
県
知
事
が
「
曽
於
地
区
は
県
内
で

も
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

様
々
な
全
国
大
会
で
、
こ
の
地
域
の

高
校
生
が
活
躍
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス

も
聞
き
ま
す
。
き
ら
め
き
県
体
で
は

地
区
代
表
と
し
て
県
民
に
感
動
と
元

気
を
与
え
る
よ
う
な
熱
戦
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

曽
於
代
表
で
競
泳
に
出
場
し
た
山

口
大
貴
選
手
と
陸
上
の
斉
野
こ
の
み

選
手
が
「
郷
土
の
誇
り
と
自
覚
を
持

ち
、日
ご
ろ
鍛
え
た
力
を
出
し
切
り
、

心
に
残
る
大
会
に
な
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
台
風
11
号
の
接
近

の
影
響
で
、
時
折
激
し
い
雨
の
降
る

中
、
正
式
競
技
25
競
技
、
公
開
競
技

17
競
技
の
合
計
42
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

地
元
曽
於
は
、
剣
道
、
ボ
ク
シ
ン

グ
競
技
で
優
勝
、
相
撲
で
準
優
勝
、

柔
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
カ
ヌ
ー
女
子
で

３
位
と
な
る
な
ど
、
総
合
６
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。

第
61
回
県
民
体
育
大
会
を
終
え
て

　

９
月
15
、
16
日
の
両
日
、
こ
こ
曽

於
地
区
を
主
会
場
と
し
て
〝
第
61
回

県
民
体
育
大
会
〟が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
き
ら
め
き
県
体
２
０
０
７
」
を
合

言
葉
に
し
た
こ
の
県
体
で
、
私
は
実

行
委
員
会
事
務
局
の
一
人
と
し
て
支

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
の

川
薩
大
会
が
、
台
風
接
近
に
よ
っ
て

競
技
の
一
部
が
中
止
と
な
っ
て
い
た

の
で
、
今
年
も
競
技
運
営
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
空
模
様
が
気
が
か
り
で

し
た
。

　

６
０
０
人
収
容
の
や
っ
ち
く
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
の
開
会
式

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
選
手
の
行
進
を

す
る
開
会
式
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
落

ち
着
き
と
ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
11
号
と
12
号
が
見
え
隠
れ
す

る
中
で
、
と
き
ど
き
や
っ
て
く
る
に

わ
か
雨
に
や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、

６
０
０
０
人
余
り
の
参
加
者
の
熱
気

の
お
か
げ
で
、
大
事
に
至
ら
な
か
っ

た
の
は
幸
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た

の
は
、
年
度
初
め
の
計
画
立
案
か
ら

前
日
の
飾
り
付
け
と
当
日
の
接
待
に

至
る
ま
で
、
多
く
の
市
民
に
支
え
ら

れ
た
県
体
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
こ
そ
「
駕か

ご籠
に
乗
る
人
担か

つ

ぐ
人
そ

の
ま
た
草わ
ら
じ鞋

を
作
る
人
」
と
い
う
共

生
・
協
働
の
精
神
が
生
き
て
い
る
証

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
に
実
っ
た
稲
穂
が
、
間
も
な

く
始
ま
る
刈
り
入
れ
を
待
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
畦
道
に
は
、
真
っ
赤
な
彼

岸
花
が
咲
き
、
ト
ン
ボ
を
遊
ば
せ
て

い
ま
す
。
今
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

百も

ず舌
の
第
一
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

市
を
あ
げ
て　

待
ち
し
県
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　

教
育
長　

坪
田　

勝
秀

山口大貴さん（志布志高校）と斉野このみさん（鹿児島女子高校）による選手宣誓

優勝した剣道チーム（大崎会場）

「県体応援旗作り 200 本」をボランティ
アで行った尚志館高校陸上部のみなさん

熱戦が繰り広げられたサッカー大会大歓声のなかで行われたバドミントン

多くのボランティアが会場整備などのス
タッフとして参加（城山総合公園）

デッドヒートが繰り広げられた陸上競技

中村郷土芸能保存会による手べしの披露

　　男女総合成績
①鹿児島　　175.25
②姶　良　　149.00
③肝　付　　142.33
④大　島　　128.75
⑤川　薩　　113.91
⑥曽　於　　110.75
⑦日　置　　107.00
⑧出　水　　		90.00
⑨熊　毛　		　84.08
⑩川　辺　		　82.66
⑪伊　佐　　		66.75
⑫揖　宿　　		62.50

　  女子総合成績
①鹿児島　　80.00
②姶　良　　63.00
③大　島　　55.50
④川　薩　　49.50
⑤肝　付　　47.75
　曽　於　　
⑦出　水　　39.50
⑧日　置　　34.50
⑨川　辺　　34.00
⑩伊　佐　　25.50
⑪揖　宿　　21.50
　熊　毛　　

特集：スポーツの秋
毎日の生活に運動を

気迫の漲る柔道の試合

応援も熱が入った相撲競技 きらめき県体をしめくくる閉会式の様子開会式で県体旗を振る市長 あいさつをする伊藤知事

雨の中プレーが行われたゲートボール

第
61
回
県
民
体
育
大
会

～
き
ら
め
き
県
体
～

　
「
き
ら
め
き
県
体
２
０
０
７
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
第

61
回
県
民
体
育
大
会
曽
於
大
会
、
台
風
接
近
の
影
響
で
時
折
雨
の
降

る
中
、
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



県
の
取
り
組
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
１
０
０
日
運
動

　

鹿
児
島
県
で
は
、県
民
が
主
体
的
・

継
続
的
に
週
２
回
、
年
間
１
０
０
日

は
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
親
し
む
こ
と
を
目
標
と
し
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
も
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
し
て
、
県
民
の
健
康
づ

く
り
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
図
る
た
め
、
学
校
や
身
近
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
て
「
健
や

か
ス
ポ
ー
ツ
１
０
０
日
運
動
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
技
術
や

ル
ー
ル
が
比
較
的
簡
単
で
だ
れ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
簡
単
に

楽
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新

し
く
考
案
さ
れ
た
り
紹
介
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
な
じ
み
の
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
内
運
動
・
体
育
施
設
に
お
い
て

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、公
民
館
、

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
様
々
な
場
面

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
施
設
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

用
具
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
管
理
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
キ
ン
ボ
ー
ル

●
用
具　

・
キ
ン
ボ
ー
ル
（
１
・
２
２

㍍
の
ボ
ー
ル
）、・
ゼ
ッ
ケ
ン
12
枚
１

セ
ッ
ト
（
ピ
ン
ク
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
グ

レ
ー
等
各
色
４
枚
）・
得
点
ボ
ー
ド

●
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　

１
㍍
ほ
ど
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、

３
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
は
４
名
）
が

コ
ー
ト
の
中
で
サ
ー
ブ
と
レ
シ
ー
ブ

を
繰
り
返
し
て
対
戦
し
ま
す
。
ボ
ー

ル
が
、
ボ
ヨ
ン
ボ
ヨ
ン
と
弾
む
ゲ
ー

ム
は
、
子
供
た
ち
に
も
人
気
で
す
。

サ
ー
ブ
の
前
に
「
オ
ム
ニ
キ
ン
」
と

い
う
言
葉
と
、
レ
シ
ー
ブ
す
る
相
手

チ
ー
ム
の
色
「
ピ
ン
ク
」「
ブ
ラ
ッ

ク
」「
グ
レ
ー
」
な
ど
を
、
大
き
な

声
を
出
し
な
が
ら
戦
う
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
時
間
制
で
行
い
、
指

名
し
た
チ
ー
ム
が
レ
シ
ー
ブ
で
き
な

い
時
に
他
の
２
チ
ー
ム
に
得
点
が
与

え
ら
れ
て
進
行
し
ま
す
。

■
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ

●
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　

目
的
球
（
ジ
ャ
ッ
ク
）
に
、
偏
心

球
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
よ
り
近

づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
点
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
す
。

■
ユ
ニ
カ
ー
ル

●
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　

氷
上
で
行
う
カ
ー
リ
ン
グ
を
屋
内

で
手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
開
発
さ

れ
た
ユ
ニ
カ
ー
ル
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
よ
り
近
く
ス
ト
ー
ン
を
寄
せ
た

チ
ー
ム
の
勝
ち
と
な
り
ま
す
。 

体
育
施
設
情
報

※
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
但
し
、

　

月
曜
日
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
施
設
の
予
約
に
つ
い
て

　

施
設
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
使
用
日

の
前
の
月
か
ら
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
大
会
、
合
宿
等
に
つ
い

て
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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の
開
催
、
県
民
体
育
大
会
及
び
曽
於
地
区

大
会
等
に
向
け
て
の
選
手
強
化
、
体
育
振

興
大
会
の
開
催
等
が
あ
り
ま
す
。

体
育
振
興
大
会

　

例
年
、
市
で
は
体
育
進
行
大
会
を
開
催

し
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
体
育
振
興
大
会
は
１
０

月
８
日
（
祝
）
体
育
の
日
に
総
合
開
会
式

を
志
布
志
市
文
化
会
館
で
開
催
し
、
開
会

式
周
辺
の
日
程
で
各
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

志
布
志
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成

19
年
度
現
在
44
の
単
位
団
が
登
録
し
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
通
じ
た
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、
県
、

地
区
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
研
修

会
、
交
歓
大
会
、
理
事
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
に

　
　
　
　
　
　

伴
う
横
断
幕
の
作
成

　

県
の
代
表
と
し
て
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
す
る
児
童
、
生
徒
及
び
市
内
出
身

の
高
校
生
に
対
し
て
、
激
励
の
意
味
を
込

め
て
横
断
幕
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

●
水
泳
教
室

　

小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
泳
げ

な
い
児
童
を
対
象
に
、
有
明
会
場
、
志
布

志
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
８
日
間
開
催
。

●
こ
ど
も
陸
上
教
室

●
Ｂ
＆
Ｇ
志
布
志
海
洋
ク
ラ
ブ

　

夏
休
み
を
中
心
に
カ
ヌ
ー
教
室
や
ヨ
ッ

ト
体
験
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　

ク
ラ
ブ
員
か
ら
毎
年
若
干
名
沖
縄

県
で
開
催
さ
れ
る「
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」

へ
の
参
加
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｂ
＆
Ｇ
水
中
運
動
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

●
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　

ル
フ
大
会（
12
月
１
日
、２
日
開
催
予
定
）

●
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
２
０
０
８
（
１

　

月
中
旬
開
催
予
定
）

●
第
３
回
し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
（
３

　

月
上
旬
開
催
予
定
）

※
こ
の
他
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
市
内
運

動
・
体
育
施
設
は
一
部
の
施
設
を
除

い
て
、
市
の
指
定
を
受
け
た
指
定
管

理
者
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
志
布
志
運
動
公
園
運
動
施
設

　

志
布
志
市
公
共
施
設
等
管
理
公
社

●
有
明
体
育
施
設
・
城
山
総
合
公
園

　

運
動
施
設

　

志
布
志
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

体
育
指
導
委
員
会

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
意
識
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の

実
技
指
導
等
を
目
的
に
、
市
内
で
29

人
を
体
育
指
導
委
員
と
し
て
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
体
育
指

導
委
員
会
の
開
催
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・
運
営
、
体
育

指
導
委
員
会
主
催
の
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
等
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
11
月
24
日
（
土
）、
志
布

志
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
予
定

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
協
会

　

志
布
志
市
体
育
協
会
は
、
市
内
に

お
け
る
社
会
体
育
の
振
興
を
図
り
、

市
民
の
体
力
の
向
上
・
健
康
の
増
進

を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
て
、
現
在

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
他
19
の
団
体
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
年
数
回
の
理

事
会
の
開
催
、
県
民
体
育
大
会
及
び

曽
於
地
区
大
会
等
に
向
け
て
の
選
手

強
化
、
体
育
振
興
大
会
の
開
催
等
が

あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

志
布
志
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

平
成
19
年
度
現
在
44
の
単
位
団
が
登

録
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
的
と
し
て
、
県
、
地
区
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
各
種
研
修
会
、
交
歓

大
会
、
理
事
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
に

伴
う
横
断
幕
の
作
成

　

県
の
代
表
と
し
て
全
国
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
児
童
、
生
徒
及
び

市
内
出
身
の
高
校
生
に
対
し
て
、
激

励
の
意
味
を
込
め
て
横
断
幕
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
所
管
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

■
水
泳
教
室

　

小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

泳
げ
な
い
児
童
を
対
象
に
、
有
明
会

場
、
志
布
志
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
８
日

間
開
催
。

■
Ｂ
＆
Ｇ
水
中
運
動
教
室

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
水
中

運
動
教
室
を
有
明
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
で
、
７
月
か
ら
９
月
ま

で
の
間
８
回
開
催
。

■
Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
音
楽
に
合

わ
せ
た
水
中
リ
ズ
ム
運
動
を
中
心
と

し
た
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
を
有
明
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
、
７

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
８
回
開
催
。

■
Ｂ
＆
Ｇ
志
布
志
海
洋
ク
ラ
ブ

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

カ
ヌ
ー
教
室
や
ヨ
ッ
ト
体
験
な
ど
の

事
業
を
実
施
。
毎
年
ク
ラ
ブ
員
の
中

か
ら
若
干
名
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ

る
「
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
参

加
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
児
童
を
対
象
に
、
松
山
地
区
の
城

山
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
６
月

か
ら
10
月
ま
で
の
間
の
10
回
開
催
。

■
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

　
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
12
月
１
日
、
２
日
開
催
予
定
）

■
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
２
０
０
８

　（
１
月
中
旬
開
催
予
定
）

■
第
３
回
し
ぶ
し
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン

　
（
３
月
上
旬
開
催
予
定
）

※
こ
の
他
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主

催
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
鍛
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
毎
日
の
生
活
に
目
的
が
生
ま
れ
、
達
成
感
を

味
わ
う
な
ど
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
手
段
と
も
な
り
え
ま
す
。

　

次
に
市
で
の
取
り
組
み
等
を
紹
介
し
ま
す
。

キンボールを楽しむ市民の皆さん

目的球に近づけるローンボウルズカーリングにも似たユニカール

　市内運動・体育施設について
施設名 施　設 連絡先

志布志運動公園
運 動 施 設

・体育館・陸上競技場・武道館・弓道場・相撲場
・多目的広場・ふれあい広場

℡ 473-2551
（体育館事務室）

・屋内温水プール ℡ 473-2851

有明体育施設
・市民グラウンド・総合体育館・B&G 海洋センター
・農村運動場・野球場・弓道場

℡ 474-1670※ 1

（体育館事務室）
城山総合公園
運 動 施 設

・体育館・陸上競技場・プール・テニスコート
・多目的広場

℡ 487-2111
（松山支所）

　　　　　　　　※ 1　平日 8:30 ～ 17:15 は市役所につながります。

水泳教室の様子

海洋クラブのカヌー練習（田之浦）ジュニア陸上教室

特集：スポーツの秋　毎日の生活に運動を

志布志ジョガー駅伝 2007 の様子第 2 回しぶしポートマラソン

　

い
い
汗

　
　
　
　
　
　
　
　

い
い
顔

　
　
　
　

い
い
気
分

　
　
　

さ
わ
や
か
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■今回の特集に関する問い合わせは志布志市教育委員会までお願いします　℡ 472-1111（内線 331）
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末
田
裕
樹
さ
ん
は
志
布
志
市
誕
生
と
と

も
に
発
足
し
た
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
の

初
代
会
長
で
す
。

　

18
歳
の
と
き
、
青
年
団
に
入
っ
た
き
っ

か
け
は
「
若
い
人
の
集
ま
り
で
出
逢
い
が

あ
り
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
単
純
な

動
機
な
が
ら
、
明
る
い
先
輩
と
共
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
主
催
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
合
併
ま
で
旧
町
青
年
団
で
開
催
し
て

い
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
考
え

て
も
本
当
に
疲
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、今
と
な
っ
て
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
」

と
話
す
末
田
会
長
で
す
が
、
組
織
の
弱
体

化
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
で
き
な

く
な
り
、
様
々
な
ま
つ
り
に
遊
び
に
出
か

け
て
も
「
主
催
者
の
着
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

ジ
ャ
ン
パ
ー
が
眩
し
く
て
心
か
ら
楽
し
め

な
い
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
、
若
者
が
持
て
る
力
を
結
集

し
て
何
か
や
り
た
い
と
考
え
、
青
春
時
代

に
熱
い
志
を
も
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
仲
間
を
求
め
な
が
ら
ご
み
拾
い
や

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
が

あ
り
合
併
当
初
は
数
人
だ
っ
た
青
年
団
員

も
20
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
念
願
だ
っ
た
主
催
事

業
「
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
in
し
ぶ

し
（
32
頁
参
照
）」
を
12
月
23
日
に
開
催

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
同
類
相
憐
れ
む
」
と
い
う
言
葉
ど
お

り
、
社
会
人
に
な
る
と
つ
い
つ
い
自
分
と

趣
味
嗜
好
が
近
い
人
と
の
み
接
し
、
そ
の

こ
と
が
成
長
を
妨
げ
る
場
面
を
み
か
け
ま

す
。
し
か
し
青
年
団
は
仕
事
、
趣
味
、
年

齢
も
違
い
、
皆
の
意
見
に
「
こ
ん
な
考
え

方
も
あ
る
の
か
」
と
驚
き
の
連
続
で
、
自

分
は
『
正
し
い
』
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
団
員
か
ら「
そ
れ
は
お
か
し
い
」

と
叱
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

　

若
者
が
、
志
布
志
市
と
い
う
フ
ィ
ー
ル

ド
を
楽
し
む
選
択
肢
に
「
青
年
団
活
動
」

を
残
し
た
い
と
思
っ
て
引
き
受
け
た
会
長

で
し
た
が
、
次
第
に
自
分
が
楽
し
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
末
田
さ
ん
。
次
な
る
目
標

は
「
も
っ
と
多
く
の
若
者
と
イ
ベ
ン
ト
の

他
に
学
習
会
や
運
動
会
な
ど
を
行
い
若
者

が
元
気
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
そ
の

瞳
は
希
望
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

若者が〝熱さ〟をぶつける場として青年団を意義あるものにしたい

Vol13.末田裕樹さん（27歳）

仕事も年齢も違う若者が集まりお互いに成長していく青年団活動。会議のあとにはいろいろな話題で遅くまで盛り上がります。

青年団活動に興味のある方は毎週木曜日 7 時 30 分に青年団事務所（有明中学校近く）まで遊びに来てください。

ねんりんピックとは
●「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、高
　齢者の健康づくりや生きがいづくりの高揚、社会参加の促進を目的とし
　た全国規模の祭典です。
● 60 歳以上の高齢者を中心とするゲートボールや卓球、テニスなどのス
　ポーツ競技、美術展や音楽文化祭などの文化イベント、健康福祉機器展、
　ふれあい広場など、あらゆる世代の人たちが参加し、楽しめます。
●厚生労働省創立 50 周年を記念して昭和 63 年にスタートし、毎年開催
　されています。

主　催　厚生労働省・鹿児島県・（財）長寿社会開発センター
参加予定人数　述べ 50 万人（鹿児島県全体・観客含む）

志布志市にねんりんピックがやってきます！

■期間　平成 20 年 10 月 25 日（土）～ 26 日（日）　　■実施日　平成 20 年 10 月 26 日（日）
■会場　志布志ポートマラソンコース（予定）

大会マスコット

さくらじまん

　開催1年後に控え、県では1年前イベントとして「ねんりんフェスタ鹿児島inドルフィンポート」が10月27日、
28 日の両日実施されます。オープニングセレモニーをはじめ様々な催し物が予定されております。
　当日は志布志市のＰＲと特産品の販売が行われます。市民の皆様も是非、会場へ足を運び大会の成功に向けて
盛り上げていただきたいと思います。

ねんりんピックに向け実行委員会始動

　ねんりんピック鹿児島 2008 志布志市実
行委員会では、マラソン交流大会を成功さ
せるために本田市長を会長に協議を行って
います。
　大会運営方法や、一般参加を含め 1500
人程が出場するマラソン大会の運営につい
て、各種団体等の協力を得ながら協議して
います。

志布志市ではねんりんピックマラソン交流大会が開催決定！

特集：スポーツの秋　毎日の生活に運動を



N
e
w

s

2007.10 ■市報しぶし　8
9　市報しぶし■ 2007.10

高
齢
者
宅
の
無
料
電
気
点
検

　

９
月
15
日
、
曽
於
地
区
電
気
工
事
事
業

協
同
組
合
青
年
部
が
、
松
山
地
区
の
一
人

暮
ら
し
等
高
齢
者
宅
を
民
生
委
員
と
共
に

訪
れ
て
、無
料
電
気
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
を

行
っ
た
あ
と
、
参
加
し
た
市
内
外
の
電
気

工
事
事
業
者
と
九
州
電
力
の
社
員
は
８
班

に
別
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

電
気
の
漏
電
等
は
、
火
災
の
原
因
と
な

る
な
ど
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て

は
大
変
危
険
な
も
の
で
す
。
同
青
年
部
の

会
員
は
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
電
気
設
備
の
点

検
の
ほ
か
、
手
が
届
か
な
い
蛍
光
灯
の
電

球
の
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

点
検
を
受
け
た
庄
司
ツ
ル
ヱ
さ
ん
は「
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
点
検
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　

９
月
28
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
56
回
鹿

児
島
県
畜
産
共
進
会
に
お
い
て
、
本
市
松

山
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
藤
田
洋
二
さ
ん
の

「
み
ゆ
き
３
号
」
が
見
事
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
の
「
み
ゆ
き
３
号
」
は
第
１

部
若
雌
１
区
で
、
県
内
各
地
区
代
表
23
頭

の
中
で
最
優
秀
賞
１
席
と
な
り
、
更
に
、

第
１
部
か
ら
第
３
部
の
合
計
55
頭
の
中
で

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
今
年

度
か
ら
新
設
さ
れ
た
山
中
貞
則
賞
の
他
、

各
賞
も
合
わ
せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
の
文
雄
さ
ん
が
以
前
は
積
極

的
に
共
進
会
へ
の
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
７
年
ぶ
り
に
取
組
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
畜
産
共
進
会
へ
は
通
産
20
年

の
取
組
で
１
席
は
今
回
で
７
度
目
、
過
去

に
お
い
て
は
２
度
の
九
州
農
政
局
長
賞
を

授
賞
し
ま
し
た
が
、
洋
二
さ
ん
は
初
め
て

の
出
品
で
農
林
水
産
大
臣
賞
の
授
賞
と
い

う
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

洋
二
さ
ん
は
「
今
後
共
進
会
へ
の
出
品

も
父
を
目
標
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
更
な

る
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

珍しいサトイモの花にびっくり

　９月 11 日、宮内春芳さん（志布
志町安楽）が自宅に咲いていたサト
イモの花を市役所に持ってきまし
た。
　サトイモの花は 50 年に一度咲く
かどうかといわれる珍しいもので
す。
　宮内さんは家庭菜園で 30 本程の
サトイモを栽培していますが、花が
咲いたのは初めてで近所でも珍しが
られていたそうです。

多くの賞を受賞した「みゆき 3 号」と藤田さん

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
・
・
・

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
、
市
内
各
地
で

高
齢
者
を
祝
う
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
市
内
の
白
寿
及
び
１
０
０

歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
市
長
・
議
長
が
訪

問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
は
、
８
月
末
日
現
在
で
、

65
歳
以
上
の
方
が
１
万
３
８
１
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口
の
29
・

５
㌫
で
す
。
な
お
、
１
０
０
歳
以
上
の
方

は
10
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
の
最
高
齢
者
は
志
布
志
町
帖
の
福
元

ル
イ
さ
ん
で
明
治
36
年
生
ま
れ
、
１
０
３

歳
で
す
。

　

市
の
発
展
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
全
国
各
地
の
茶
産
地
で
開
催
さ
れ

る
全
国
茶
品
評
会
が
、
今
年
８
月
滋
賀
県

甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
蒸

し
製
玉
緑
茶
の
部
に
お
い
て
、
本
市
が
旧

有
明
町
時
代
か
ら
数
え
て
５
年
連
続
７
度

目
と
な
る
産
地
賞
（
※
１
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
個
人
部
門
で
は
、
１
位
と
な
る
農

林
水
産
大
臣
賞
を
中
本
善
尚
さ
ん
（
有
明

町
原
田
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
に
審
査
の
行
わ
れ
た

鹿
児
島
県
茶
品
評
会
煎
茶
の
部
、
鹿
児
島

県
茶
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
産
地
賞

（
※
２
）
を
い
ず
れ
も
本

市
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
県
茶
品
評
会
煎
茶
の
部

で
大
原
秋
雄
さ
ん
（
松
山

町
新
橋
）、
県
茶
経
営
改

善
コ
ン
ク
ー
ル
で
鍋
山
博

美
さ
ん
（
有
明
町
伊
﨑
田
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
今
年

11
月
６
日
に
本
市
で
開
催

す
る
県
茶
業
振
興
大
会
に

向
け
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　

全
国
茶
品
評
会
受
賞
者

は
、
11
月
25
日
に
滋
賀
県
甲

賀
市
に
て
開
催
さ
れ
る
第

61
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
大

会
に
て
、
県
茶
品
評
会
及
び

県
茶
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
者
は
、
11
月
６
日
に

本
市
に
て
開
催
さ
れ
る
平

成
19
年
度
鹿
児
島
県
茶
業
振
興
大
会
ｉ
ｎ

志
布
志
市
に
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
す
。

※
１　

全
国
茶
品
評
会
に
お
け
る
産
地
賞

と
は
、
同
一
市
町
村
か
ら
５
点
以
上
の
出

品
が
あ
り
、
審
査
成
績
の
上
位
３
点
の
合

計
得
点
で
競
い
、
最
高
得
点
の
市
町
村
に

対
し
て
授
与
さ
れ
る
賞
で
す
。

※
２　

県
茶
品
評
会
及
び
県
茶
経
営
改
善

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
産
地
賞
と
は
、
各

市
町
村
個
人
成
績
上
位
５
点
の
合
計
得
点

で
競
い
、
最
高
得
点
の
市
町
村
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
賞
で
す
。

中
学
生
が
安
全
運
転
を
よ
び
か
け

　

９
月
26
日
、
田
之
浦
中
学
校
の
生
徒
27

人
が
志
布
志
警
察
署
と
市
交
通
安
全
協
会

志
布
志
支
部
田
之
浦
分
会
の
協
力
で
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
県
道
65
号
線

は
、
志
布
志
市
と
都
城
市
を
繋
ぐ
主
要

道
路
で
交
通
量
が
多
く
、
交
通
事
故
が
心

配
さ
れ
る
た
め
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
り

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転
の
呼
び
か

け
と
共
に
手
作
り
の
交
通
標
語
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
た
１
年
生
の
藤

迫
太
誠
さ
ん
は
「
運
転
手
に
話
し
か
け
る

の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
交
通
事
故

は
な
く
な
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

事
故
の
な
い
ま
ち
に

交
通
安
全
１
千
人
街
頭
立
哨

　

９
月
21
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
に
あ
わ
せ
て
恒
例
の
「
１
０
０
０
人

街
頭
立
哨
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

権
現
橋
か
ら
出
発
し
、
通
山
小
学
校

を
通
過
し
菱
田
橋
東
交
差
点
ま
で
の
国
道

２
２
０
号
線
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
区
間

に
学
校
や
自
治
会
、
企
業
団
体
の
皆
さ
ん

１
６
０
０
人
余
り
が
朝
早
く
か
ら
並
び
、

沿
道
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
パ
レ
ー
ド
は
志
布
志
警

察
署
で
の
出
発
式
の
あ
と
パ
ト
カ
ー
の
先

導
で
「
交
通
事
故
無
く
し
隊
」
の
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
が
道
路
を
走
り
、
交
通
安
全
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第 61 回全国茶品評会蒸し製玉緑茶の部特別賞受賞者（志布志市抜粋）
等級 順位 　氏　名 　　概評
1 1 ㈱中本製茶　中本善尚 農林水産大臣賞
1 2 (有)いろは農園有明　永田武人 農林水産省生産局長賞
1 4 中本　善和 （社）日本茶業中央会会長賞
1 6 井ケ倉　徳夫 全国茶生産団体連合会会長賞
1 7 鍋山　トリエ 全国茶商工業協同組合連合会理事長賞
1 8 鹿児島堀口製茶 (有)　堀口泰久 全国茶商工業協同組合連合会理事長賞

平成 19 年度鹿児島県茶経営改善コンクール特別賞受賞者（志布志市抜粋）
最優秀賞 1 (有)鍋山製茶　鍋山　博美 農林水産大臣賞
優秀賞 2 山元　直信 九州農政局長賞
優秀賞 3 (有)上室製茶　上室　義和　 鹿児島県知事賞
優秀賞 4 (有)いろは農園有明　永田武人 日本茶業中央会長賞
優秀賞 5 ㈱中本製茶　中本　善尚 全国茶生産連会長賞
優秀賞 6 原田　あけみ 県経済農協連会長賞
優秀賞 7 (有)鹿児島堀口製茶　堀口　泰久 県茶生産協会長賞
優秀賞 8 東八重　勉 県茶商協理事長賞
平成 19 年度　鹿児島県茶品評会煎茶の部特別賞受賞者（志布志市抜粋）

1 1 大原　秋雄 農林水産大臣賞
1 4 有)鍋山製茶　鍋山　博美 県経済農協連会長賞

　11 月 6 日、志布志市開田の里公園で平成 19 年度鹿児島県茶業振興大会が開催されます。
　お茶にまつわるアトラクションや体験教室もありますので、市民の皆様方の参加をお待ちして
おります。（28 頁参照）

プロの手により高齢者の電気設備の点検が行われました

手作りの標語とともに「安全運転」を呼びかけました

大勢の市民が街頭で交通安全を呼びかけました

有明地区の磯脇イロノさん（101歳）宅でのお祝いの様子

全
国
茶
品
評
会
及
び
県
茶
品
評
会
・
県
茶
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞
し
ま
し
た

珍しいサトイモの花にみんな驚きました
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市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

月
見
だ
ん
ご
作
り
で
食
育
の
推
進

　

９
月
22
日
、
有
明
校
区
公
民
館
で
は
、

校
区
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
食
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
指
導
の
も
と
、
体
験

館
で
月
見
だ
ん
ご
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
で
は
子
ど
も
た
ち
に
多
様
な

体
験
を
通
じ
、
広
い
見
識
と
生
き
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
毎
月
１
回
、
土
曜

日
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
は
食
育
、
地
産

地
消
を
推
進
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
材
料
は
、
会
員

の
田
畑
で
と
れ
た
米
の
粉
、
小
豆
、
紫
芋

を
提
供
し
た
も
の
を
用
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
ね
る
、
丸
め
る
、
茹

で
る
、
水
加
減
、
火
加
減
な
ど
五
感
で
感

じ
と
り
な
が
ら
、
団
子
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
萩
、
尾お
ば
な花
、
葛く

ず

な
ど
を
前
に
、
秋
の
七
草
の
勉
強
を
し
な

が
ら
全
員
で
楽
し
く
試
食
を
し
ま
し
た
。

中
・
高
校
生
が
子
育
て
体
験

　
「
次
世
代
の
親
と
な
る
中
・
高
校
生
の

楽
し
い
子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」が
、

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
８
月
に
３
回
、

中
・
高
校
生
を
対
象
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
高
校
生
は
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
保

護
者
か
ら
日
々
の
子
育
て
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
子
ど
も
達
は
と
て

も
元
気
で
、
無
邪
気
で
知
ら
な
い
私
た
ち

を
す
ぐ
受
け
入
れ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」「
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
方
、叱
り
方
、

褒
め
方
な
ど
保
護
者
の
方
た
ち
の
子
育
て

の
姿
勢
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、参
加
し
た
全
員
が「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
タ
ブ
の
木
に
お
別
れ

　

９
月
６
日
、山
重
小
学
校
の
児
童
が「
タ

ブ
の
木
と
の
お
別
れ
式
」を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
木
は
、
同
小
学
校
が
現
在
地
に
移
転

す
る
以
前
か
ら
生
え
て
い
た
大
木
で
、
根

元
は
周
囲
約
４
・
２
㍍
程
あ
り
ま
す
。
国

道
２
６
９
号
線
沿
い
の
正
門
前
に
威
風

堂
々
と
そ
び
え
立
つ
そ
の
姿
は
、
校
歌
に

も
歌
わ
れ
て
い
る
同
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
で
し
た
。

　

し
か
し
、
数
年
前
か
ら
目
に
見
え
る
よ

う
に
衰
え
始
め
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
樹
勢

回
復
の
策
を
講
じ
ま
し
た
が
、
今
年
の
５

月
末
に
僅
か
に
残
っ
て
い
た
緑
の
葉
も
完

全
に
茶
色
く
な
り
、
つ
い
に
枯
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

今
後
、
枯
枝
落
下
の
危
険
も
あ
り
、
９

月
14
日
に
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
９
月
15

日
に
切
り
倒
さ
れ
ま
し
た
。

市
人
権
教
育
講
演
会

　

８
月
29
日
、
人
権
同
和
問
題
強
調
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
人
権
教
育
講
演
会
が
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
内
文
代
さ
ん
は
、
若
い
頃
、

就
労
中
に
右
腕
を
切
断
す
る
と
い
う
事
故

に
遭
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
職
場
復
帰
、

結
婚
、
２
児
を
出
産
し
育
て
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
、
手
が

無
っ
ち
ゃ
が
！
」
と
い
う
演
題
で
、
自
ら

の
経
験
を
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
山
内
氏

の
穏
や
か
で
優
し
い
語
り
口
調
に
、
参
加

者
３
２
０
人
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入

り
、
時
折
り
目
頭
を
拭
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
演
が
終
わ
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
鳴

り
響
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
も
苦
難

に
負
け
ず
、
頑
張
ら
ね
ば
と
い
う
勇
気
を

も
ら
っ
た
」「
障
害
の
あ
る
方
は
か
わ
い

そ
う
と
い
う
見
方
を
し
て
き
た
自
分
が
恥

ず
か
し
い
」等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ビ
ッ
グ
マ
マ
が
読
み
聞
か
せ

　

平
成
19
年
度
、
原
田
小
学
校
で
は
、

保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

『
ビ
ッ
グ
マ
マ
（
北
野
里
美
代
表
）』
が
、

同
小
学
校
で
毎
週
行
っ
て
い
る
読
書
タ
イ

ム
に
月
１
回
参
加
し
、
子
ど
も
達
を
本
の

世
界
に
誘
い
ざ
な

い
ま
す
。

　

９
月
14
日
の
読
書
タ
イ
ム
に
は
８
人
の

会
員
が
参
加
し
、
低
・
中
・
高
学
年
に
分

か
れ
て
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
小
で
は
４
年
前
か
ら
、
保
護
者
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
２
月
の
学
習
発
表
会
で

発
表
を
行
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
ビ
ッ
グ

マ
マ
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
14
人
の
仲
間
が
、
読
書
タ
イ
ム
に

参
加
す
る
２
週
間
程
前
か
ら
集
ま
り
練
習

や
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
て
き
な
活

動
を
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

９
月
23
日
、
宅
建
協
会
大
隅
支
部
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
志
布
志
市
運
動
公
園
入
口

付
近
の
清
掃
作
業
と
駅
前
ま
で
道
路
沿
い

の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
の
〝
不
動
産
の
日
〟
前
後
に

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
志
布
志
市
と

大
崎
町
の
会
員
、
約
30
人
が
集
ま
り
、
花

壇
の
草
取
り
や
草
刈
機
に
よ
る
草
木
の
伐

採
作
業
の
ほ
か
、
ご
み
拾
い
も
行
わ
れ
、

運
動
公
園
か
ら
志
布
志
駅
ま
で
の
区
間
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
ほ
ど
の
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。

　

支
部
長
の
藤
崎
良
隆
さ
ん
は
「
炎
天
下

の
作
業
は
疲
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
汗

び
っ
し
ょ
り
の
笑
顔
が
清
清
し
く
、
心
地

よ
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

市
内
の
各
学
校
で
運
動
会

　

９
月
23
日
に
は
市
内
の
各
中
学
校
で
、

９
月
30
日
と
、
10
月
７
日
に
は
各
小
学
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
浦
小

学
校
は
10
月
21
日
開
催
予
定
）

　

９
月
30
日
に
行
わ
れ
た
尾
野
見
小
学
校

の
運
動
会
は
、
校
区
運
動
会
と
敬
老
会
も

兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
た
め
地
域
の
方
も
応

援
に
駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
間
に
は
同
小
を
卒
業
し
た
中
学

生
12
人
が
昼
食
時
間
に
運
動
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
援
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
小
で
飼
っ
て
い
る
ヤ
ギ
の

メ
ー
さ
ん
も
全
校
リ
レ
ー
に
参
加
し
た

り
、
高
齢
者
も
玉
い
れ
な
ど
の
競
技
に
参

加
す
る
な
ど
賑
や
か
な
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
校
と
も
思
い
出
に
残
る
素
敵
な
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
で
防
火
訓
練

　

９
月
26
日
、
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
で

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
の
協
力
に
よ
り

防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
庁
で
は
、
３
階
か
ら
出
火
し
た
と
の

想
定
で
、
避
難
の
ほ
か
消
火
栓
や
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
活
動
、
職
員
、
来
庁
者
の
避
難

誘
導
等
に
つ
い
て
も
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
を
行
っ
た
財
務
課
の
立
木
補
佐
は

「
火
災
が
発
生
す
る
と
慌
て
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た

め
に
も
火
災
が
発
生
し
た
時
に
自
分
の
行

動
を
ど
う
と
る
べ
き
か
を
常
日
頃
予
想
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

万
一
の
際
、
訓
練
を
通
し
て
得
ら
れ
た

意
識
が
、
職
場
、
地
域
等
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

中・高校生が子ども達とふれあいました講演をする山内文代さん

子ども達は楽しく月見団子を作りました

保護者と子どもが一体となる読み聞かせの時間

来庁者に万一のことがあった際の心肺蘇生訓練も行いました

子ども達はタブの木に「ありがとう」と話しかけました

暑いなか会員の手により清掃作業が行われました

親子競技なども行われた尾野見小学校の運動会
2007.10 ■市報しぶし　10
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
検
討
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
に
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
る
か
を

調
べ
、
導
入
の
可
能
性
や
効
率
・
効
果
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
市
で
は
、
現
地
調
査
を
含
め
各
種
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
に
つ
い
て
は
、
①

理
論
的
に
算
出
で
き
る
最
大
の
存
在
量

（
賦
存
量
）と
、②
理
論
的
な
量
に
、効
率
や

現
在
の
技
術
な
ど
の
現
実
的
な
制
限
を
考

慮
し
、
利
用
が
期
待
で
き
る
最
大
の
存
在

量
と
い
う
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
市
内
で
利
用
が
期
待
で
き
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
量
に
つ
い
て
、
一

世
帯
あ
た
り
の
平
均
的
な
年
間
電
力
使
用

量
に
換
算
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
太
陽
光
発
電

　

太
陽
光
発
電
と
は
、

太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
シ
リ
コ
ン
半
導
体

な
ど
を
利
用
し
て
電
気

に
変
換
し
利
用
す
る
も

の
で
す
。

　

全
国
日
射
関
連
マ
ッ

プ
、
気
象
観
測
所
の

デ
ー
タ
、
国
勢
調
査
に
よ
る
事
業
所
数
・

個
人
の
持
ち
家
数
な
ど
か
ら
推
計
し
た
と

こ
ろ
、
約
１
万
２
３
０
０
世
帯
分
を
ま
か

な
え
る
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
期
待
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
太
陽
熱
利
用

　

太
陽
熱
利
用
と
は
、
太
陽
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
集
め
て
温
水
を
作
り
、
給
湯
や
冷

暖
房
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
・
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

平
均
的
な
集
熱
器
の
性
能
、
全
国
日
射
関

連
マ
ッ
プ
な
ど
か
ら
推
計
す
る
と
、
約

１
０
０
世
帯
分
を
ま
か
な
え
る
よ
う
で

す
。

　

利
用
の
し
や
す
さ
か
ら
、
電
力
に
変
換

す
る
こ
と
を
前
提
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

風
車
と
発
電
機
を
利
用
し
て
、
風
を
電
気

に
変
換
し
利
用
し
ま
す
。

　

１
㌔
㍍
四
方
ご
と
の
年
間
平
均
風
速
を

解
析
し
た
風
況
マ
ッ
プ
か
ら
推
計
し
、
人

家
や
建
築
物
、
急
傾
斜
地
な
ど
風
力
発
電

に
向
か
な
い
地
域
を
除
く
と
、
市
内
で
は

約
７
万
５
７
０
０
世
帯
分
を
ま
か
な
え
る

よ
う
で
す
。

　

植
物
や
家
畜
糞
尿
な
ど
の
有
機
物
か

ら
、
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
の
気
体
燃
料
を
取

り
出
し
て
発
電
に
利
用
し
た
り
、
燃
料
と

し
て
利
用
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

●
畜
産
系　

畜
産
統
計
に
よ
る
市
内
の

家
畜
の
頭
羽
数
や
、
標
準
的
な
メ
タ
ン

発
酵
発
電
施
設
に
よ
る
推
計
で
は
、
約

６
８
０
０
世
帯
の
電
力
を
ま
か
な
え
る
よ

う
で
す
。

●
林
産
系　

市
内
の
森
林
面
積
１
万
５
８

１
８
㌶
に
50
年
経
っ
た
ス
ギ
が
植
林
さ
れ

て
い
る
と
仮
定
し
、
製
材
の
過
程
で
生
ま

れ
る
廃
材
を
直
接
燃
料
に
す
る
こ
と
よ
る

発
電
で
は
、
約
７
６
０
０
世
帯
の
電
力
を

ま
か
な
う
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
廃
棄
物　

分
別
収
集
さ
れ
て
い
る
生
ゴ

ミ
か
ら
、
標
準
的
な
メ
タ
ン
発
酵
発
電
施

設
に
よ
る
推
計
で
は
、
約
90
世
帯
分
を
ま

か
な
え
る
よ
う
で
す
。

●
し
尿　

汲
み
取
り
回
収
さ
れ
て
い
る
し

尿
か
ら
、
標
準
的
な
消
化
ガ
ス
発
電
施
設

に
よ
る
推
計
で
は
、
約
１
９
０
０
世
帯
分

を
ま
か
な
え
る
よ
う
で
す
。

　

大
規
模
工
事
の
必
要
な
ダ
ム
を
作
ら
ず

既
存
の
水
路
や
河
川
で
、
水
の
落
差
や
勢

い
を
利
用
し
て
発
電
す
る「
小
水
力
発
電
」

に
つ
い
て
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
推
計
し

た
と
こ
ろ
、
約
１
４
０
０
世
帯
分
を
ま
か

な
え
る
よ
う
で
す
。

　

志
布
志
港
に
は
外
海
に
面
し
た
堤
防

が
あ
る
た
め
、
波
の
上
下
動
を
利
用
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
起
き
る
空
気
の
流
れ
で

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
「
波
力
発

電
」
に
つ
い
て
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
約

１
万
５
６
０
０
世
帯
分
を
ま
か
な
え
る
よ

う
で
す
。

　

以
上
の
市
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
推

計
結
果
に
よ
れ
ば
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

全
体
の
６
割
を
超
え
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
海

洋
、太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
続
い
て
い
ま
す
。

風
力
マ
ッ
プ
で
は
市
の
北
東
部
の
山
間
地

で
は
風
速
値
の
高
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、
こ
れ
ら
市
内
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
際
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新エネルギーの存在量について
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志布志市近隣企業向けセミナー

マーケットは台湾にあり
～台湾の日本食事情～

　現在、日本の食品や農産品は、東南、東アジアを中心に
世界へ輸出されているのをご存知ですか ??
これは、農林水産省が中心となり、日本の農林水産物等を
積極的に海外へ輸出するため、いろいろな事業を行ってき
たことが要因となっています。
　実際に、海外のデパートには、日本の食品がならんでい
ますし、日本食品を取り扱う常設の店舗もあります。

　台湾は、その歴史的背景からも、日本文化に大変理解が
あり、とても親日的だといわれています。今年 7 月号でお
伝えした「フードタイペイ」には、108 もの日本の企業や
団体が参加し、商談を行いました。
　今回のセミナーでは、日本貿易振興機構（JETRO）から、
台湾の現状や、日本のたべものが台湾または世界でどのよ
うに扱われているかなどの最新情報をご紹介する予定です。

■日本貿易振興機構（JETRO ／ジェトロ）
　正式名称「独立行政法人日本貿易振興機構」の略で JETRO（Japan	External	Trade	Organization）は、東京都港
区赤坂に本部を構える経済産業省所管の独立行政法人です。平成 15 年 10 月 1 日に設立されました。
　日本の貿易の振興に関する事業、開発途上地域の経済等に関する研究を幅広く実施。56 カ国 74 カ所の海外事務
所、36 ヶ所の国内事務所のネットワークを有します。

貿易セミナーを開催します
　海外に食品を売り出す際に、現地の情報やマーケットの
動向を調べたり、現地の法律を確認したりすることは基本
的に同じです。台湾市場のみならず、海外に食品を輸出し
たい、と考えていらっしゃる方は、是非このセミナーを聞
いていただきたいと思います。
■セミナー概要
●日時　平成 19 年 10 月 30 日（火）　14：00 ～ 16：00
●主催　志布志市、ジェトロ鹿児島、鹿児島県貿易協会
●共催　志布志港湾振興協議会
　　　　志布志港国際航路利用促進協議会

●場所　サンポートしぶしアピア２階会議室（入場無料）
●講師　株式会社益田製麺　代表取締役社長　益田　幸太
　　　　日本貿易振興機構（ジェトロ）鹿児島貿易情報センター
　　　　　　　所長　石田　靖博　氏
　　　　※その他の講師については現在交渉中です。
●テーマ　マーケットは台湾にあり！～台湾の日本食事情～
　海外輸出に興味がある！！という方、話を聞くだけでも
結構です。
※内容や講師については、事前の通告なく変更する可能性
がありますので、予めご了承下さい。
	申込・問い合わせ先　ジェトロ鹿児島
　　　　　　　　℡ 099-226-9156　担当：柳田／井尻

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

市では環境に優しい「新エネルギー」の導入を目
指していますが、市内の新エネルギーの量を把握
し、導入の可能性や効果・効率を検討することが
必要です。今月は各種調査による市内の新エネル
ギーの量について説明いたします。

　

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー風力エネルギー

75,790世帯分
62.0%

バイオマス
エネルギー

16,899世帯分 13.8%

海洋エネルギー
15,666世帯分
12.8%

水力エネルギー
1,482世帯分 1.2%

太陽（光・熱）エネルギー
12,394世帯分
10.2%

市内の新エネルギー量のまとめ

海外でも日本のたべものは人気があります（台湾のスーパー）

大盛況だったフードタイペイ
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■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel	474-1111（内線 250・256）
　「男女共同参画に関する住民意識調査報告書」は、市のホームページや図書館、公民館で閲覧することができます。

　

９
月
27
日
、志
布
志
市
文
化
会
館
で「
こ

れ
か
ら
も
っ
と
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
間
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
宮
崎

〝
き
ら
き
ら
〟
代
表
の
辰
身
信
子
先
生
に

よ
る
志
布
志
地
区
地
域
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
職
場
や
家
庭
で
心
地
よ

い
人
間
関
係
を
つ
く
り
イ
キ
イ
キ
と
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
方
や
方

法
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

　

自
分
ら
し
く
豊
に
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、「
自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
（
自
己
開

示
）」「
相
手
を
受
け
入
れ
る
（
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）」
と
い
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
や
り
取
り
、
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
上
手
に
行
わ
れ
れ
ば
、
よ
り
良

い
人
間
関
係
が
築
か
れ
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
く
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
い
っ
た
内

容
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
「
個
人
の
価
値
観
の

大
切
さ
、
心
理
学
か
ら
見
た
男
女
共
同
参

画
を
聞
く
の
は
良
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で

の
講
演
会
で
一
番
わ
か
り
易
か
っ
た
で

す
」「
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
を
講
義
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

相
手
に
対
し
て
の
思
い
や
る
心
、
大
切
に

思
う
心
が
、
そ
の
ま
ま
男
女
共
同
参
画
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

～
（
志
布
志
地
区
地
域
講
座
）
を
開
催
し
ま
し
た
～
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１
０
１
０
を
横
に
倒
す
と
眉
と
目
の
形

に
な
る
こ
と
か
ら
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
間
の
情
報
は
85
㌫
が
目
か
ら
入
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
テ
レ
ビ
や
Ｏ

Ａ
機
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、
目
を
使
う
機

会
が
多
く
な
り
、
目
が
疲
れ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
目
の
疲
れ
は
全
身
の
疲
労
に

つ
な
が
り
、病
気
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
生
目
と
お
つ
き
あ
い
す
る
の
で
、
大

切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
目
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

目
が
充
血
し
や
す
い

目
が
乾
き
や
す
く
、
か
す
み
が
ち

目
が
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
す
る

毎
日
パ
ソ
コ
ン
を
３
時
間
以
上
使
用
す
る

長
時
間
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
着
す
る

わ
け
も
な
く
涙
が
で
る

よ
く
頭
痛
や
肩
こ
り
を
感
じ
る

不
規
則
な
生
活
が
続
き
、
寝
不
足

　

該
当
が
３
個
以
上
の
人
は
、
疲
れ
が
た

ま
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
見

直
し
と
目
の
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
６
個
以
上
の
人
は
か
な
り
目
が
疲

れ
て
い
ま
す
の
で
、
目
の
休
息
、
食
事
か

ら
の
栄
養
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
遠
く
の
景
色
を
、庭
木
等
の
緑
を
見
る
。

ま
た
夜
空
の
星
を
眺
め
る
こ
と
も
目
を
癒

す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
一
時
間
以
上
目
を
使
っ
た
作
業
を
す
る

時
は
休
憩
を
い
れ
る
。

●
蒸
し
タ
オ
ル
を
目
に
あ
て
る
。

●
軽
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
強
く
眼
球
を
押
す

と
、
角
膜
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
の
で
注
意
を
）

●
こ
め
か
み
を
２
～
３
秒
押
す
（
自
律
神

経
の
疲
労
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り
、
目

を
休
め
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

甘
い
も
の
や
辛
い
も
の
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
を
控
え
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
基
本
で
す
。

■
目
の
老
化
防
止

　

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
・
パ
セ
リ

　
　
　
　
　

み
か
ん
な
ど
の
か
ん
き
つ
類

　
　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等

　

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
・
・
ゴ
マ
油
、
豆
類

　
　

か
ぼ
ち
ゃ
、
ア
ー
モ
ン
ド
玄
米
な
ど

　

●
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
・
・
ぶ
ど
う

　
　

い
ち
ご
、
黒
ご
ま
、
赤
じ
そ
な
ど

■
目
の
神
経
、
筋
肉
の
疲
労
回
復

　

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
郡
・
・

　
　

ゴ
マ
、
大
豆
、
貝
類　

な
ど

■
目
の
光
を
感
じ
る
力
を
強
め
た
り
、
乾

　
燥
を
予
防
す
る

　

●
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
・

　
　

緑
黄
色
野
菜
、
乳
製
品
、
レ
バ
ー
な
ど

　
「
ド
ラ
イ
ア
イ
（
最
近
よ
く
耳
に
す
る

言
葉
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
い
増
加

中
で
す
）」
は
目
の
表
面
を
潤
し
て
い
る

水
分
で
あ
る
涙
の
量
が
少
な
く
な
る
こ

と
で
す
。
涙
は
瞳
に
栄
養
を
送

る

と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ

り
、
涙
の
量
が
減
る
こ

と
は
疲
れ
目
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

治
療
は
症
状
や
程
度
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
察
が
必
要

で
す
。

■
ド
ラ
イ
ア
イ
を
悪
化
さ
せ
る
原
因

●
生
活
環
境
・
・
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、

　

冷
暖
房
、コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
装
着
、

　

汚
い
空
気

●
ま
ば
た
き
の
減
る
作
業
・
・
パ
ソ
コ
ン
、

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
細
か
い
作
業
、
読
書

　

な
ど

●
そ
の
他
・
・
加
齢
に
よ
る
涙
分
泌
減
少
、

　

病
気
な
ど

■
ド
ラ
イ
ア
イ
対
策

●
作
業
は
休
憩
が
必
要　

●
画
面
は
目
よ
り
低
い
位
置
に
置
く
。

●
机
は
直
射
日
光
を
避
け
て
パ
ソ
コ
ン
の

　

画
面
が
反
射
し
な
い
場
所
に
置
く
。

●
部
屋
に
濡
れ
タ
オ
ル
を
干
し
た
り
、
加

　

湿
器
を
使
用
し
加
湿
す
る
。

●
目
薬
を
つ
け
る
。　

●
換
気
。

家族のための時間が少ないって
なんだか、おかしくないですか？

考えてみよう、仕事と家庭の両立
　少子化が進行するなかで、男女ともに働きながら子ど
もを育てやすい環境を整備することの重要性が高まって
います。仕事と家庭との両立の負担を軽減し、働きなが
ら子どもを育てやすい環境を整備することが重要な課題
となっています。

市で実施した意識調査の結果では、女性の就労環境の整
備に必要なこととして、「育児・介護休業制度の普及」
が 39.9％、「家族や夫の理解・協力」が 39.0％、「子育
て環境の整備充実（保育所・学童保育など）」が 35.4％
という結果でした。

　仕事と生活のバランスのとれた働き方や男性の育児参
加促進等、仕事と家庭を両立できる職場環境づくりにつ
いてこの機会に考えてみませんか！！

美
み う

潤ちゃん 諒
りょういち

一ちゃん

■8月28日、10月3日、やっちくふれあいセンター、
9 月 20 日、健康ふれあいプラザで行われた 5 歳児
歯科検診で虫歯の無かった子ども達です。

李
も も か

花ちゃん

10 月は「仕事と家庭を考える月間」です

■女性支援相談のフリーダイヤル・女性支援相談室をご利用ください（市内にお住まい又は勤務されている女性が対象です）
　●女性支援相談室　毎月第１・第３水曜日　午後１時～５時（市役所となり改善センター内）
　●フリーダイヤル　0120-7

なやむ

86-0
おごじょ

54（平日 8:30 ～ 17:00）（※相談室開設日以外は女性支援対策室につながります） 海
か い と

斗ちゃん 優
ゆ か

花ちゃん

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

ド
ラ
イ
ア
イ
に
つ
い
て

目
が
つ
か
れ
た
ら
目
に
休
養
を

目
に
良
い
食
べ
も
の

多くの参加者が心地よい人間関係について学びました

※ 9 月号でお知らせしましたインフルエンザの予防接種ですが、接種期間が 11 月 1 日～ 12 月 31 日に変更になりまし
　たのでお知らせいたします。

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して
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全
国
各
地
で
レ
ジ
袋
削
減
運
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
の
「
レ
ジ
袋
」
を

有
料
に
す
る
こ
と
で
、
ご
み
を
減
ら
そ
う
と

い
う
広
域
的
な
取
り
組
み
が
、
三
重
県
伊
勢

市
で
は
９
月
21
日
か
ら
、
名
古
屋
市
緑
区
で

は
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
と
市
衛
生
自
治
会
で
は
買
い
物
と
い

う
行
動
を
通
し
て
環
境
に
負
荷
を
与
え
な

い
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、「
買
い
物

か
ら
ご
み
減
ら
し
円
卓
会
議
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
消
費
者
、
事
業
者
、
関
係
機
関

が
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
会
議
で
す
。

　

こ
の
第
１
回
目
の
会
合
を
10
月
５
日
に

行
い
ま
し
た
。
会
議
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
今
後

目
的
に
沿
っ
た
話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
「
蓬
の
郷
」
と
「
本
庁
舎
１
階
売
店
」

の
協
力
を
得
て
、
レ
ジ
袋
有
料
化
の
実
験

を
し
ま
し
た
。

　

実
験
は
、
９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
を

周
知
期
間
と
し
、
22
日
か
ら
28
日
ま
で
買

い
物
を
し
レ
ジ
袋
が
必
要
だ
っ
た
ら
５
円

を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
「
蓬
の
郷
」
の
実
験
結
果
は
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　
　

表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
有
料
化
に

な
れ
ば
、
極
端
に
レ
ジ
袋
の
配
布
枚
数
が

削
減
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
辞
退
率
が
９
割

を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
周
知
期
間
に
「
レ

ジ
袋
い
り
ま
す
か
」
の
声
か
け
を
行
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
効
果
が
あ
る
み
た
い
で

す
ね
。

　

ま
た
賛
否
両
論
い
ろ
ん
な
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今

後
、
円
卓
会
議
で
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛

主
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
環
境
省
で
実
務

研
修
を
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
で
す
。

　

近
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
私

の
上
司
で
あ
る
藤
塚
室
長
が
国
際
協
力
室

の
室
長
を
併
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
も

地
下
水
・
地
盤
環
境
の
仕
事
に
加
え
地
球

温
暖
化
の
仕
事
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
日
本
は
、
京
都
議

定
書
で
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
や

メ
タ
ン
ガ
ス
）
排
出
量
を
２
０
０
８
年
か

ら
２
０
１
２
年
の
間
に
１
９
９
０
年
の
レ

ベ
ル
よ
り
６
㌫
減
ら
す
と
い
う
国
際
的
な

約
束
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
発
展

途
上
国
で
公
害
対
策
を
行
い
、
な
お
か
つ

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
そ
う
と
い
う
取
組

で
す
。
こ
れ
は
、
京
都
議
定
書
で
約
束
を

し
て
い
る
国
が
、
発
展
途
上
国
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
の
削
減
量
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
仕

組
み
（
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ

Ｄ
Ｍ
））
が
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ヤ
シ
の
実
の
油
を

搾
っ
た
後
の
搾
り
カ
ス
は
廃
棄
物
と
し
て

野
積
み
さ
れ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
、
悪
臭
、
水

質
汚
染
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
公
害
対
策
を

行
う
と
同
時
に
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
を
実
施
す
る

コ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
対
策
（
公
害
対
策
も

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
も
両
方
行
う
こ
と
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
を
行
う

に
あ
た
り
、
現
在
は
、
効
果
的
な
温
暖
化
・

公
害
対
策
を
行
う
国
は
ど
こ
な
の
か
を
議

論
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
議
論
に
加
わ

り
、
仕
組
み
作
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
た
だ
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す

だ
け
で
は
な
く
、
公
害
対
策
、
技
術
で
世

界
に
貢
献
す
る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
ま
ま
で
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
は

京
都
議
定
書
の
約
束
を
果
た
せ
そ
う
に
も

な
い
の
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
が
ご
存
じ
の
「
エ
コ
ラ
イ
フ
55
」
に

あ
り
ま
す
、
小
さ
な
取
組
み
は
誰
に
で
も

で
き
ま
す
。

　

以
前
、
テ
レ
ビ
で
誰
か
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。「
地
球
は
今
生
き
て
い
る
私
た
ち

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
の
人
た

ち
か
ら
借
り
て
い
る
だ
け
で
す
。」
と
。

ま
さ
し
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
し

た
。
や
は
り
、
借
り
た
も
の
は
返
さ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
借
り
た
時
よ

り
も
美
し
く
返
す
の
が
礼
儀
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
球
は
住

め
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
次
の
世
代
に
住
み
や
す
い
地
球
を

残
す
た
め
に
我
々
も
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
も
の
で
す
ね
。
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■問い合わせ先　市役所環境政策課　℡ 474-1111（内線 131）

平
成
19
年
度
湧
水
水
質
検
査
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
内
の
湧
水
の
水
質
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
希
望
が
あ
る
湧
水

に
つ
い
て
、
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
湧
水
の
水
質
検
査
の
対
象
は
、
不
特

定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ
る
場
所
と
し
、

水
質
検
査
の
結
果
は
、
市
報
等
で
公
表
い

た
し
ま
す
。

　

湧
水
の
水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

環
境
政
策
課　

環
境
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

草
木
剪
定
枝
の
排
出

松
山
有
機
工
場
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

　

草
木
剪
定
枝
は
、２
～
３
日
乾
燥
さ
せ
、

土
を
落
と
し
て
か
ら
資
源
ご
み
袋
に
入
れ

て
、
生
ご
み
回
収
時
に
生
ご
み
回
収
容
器

の
横
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
少
量
で
あ
っ

て
も
生
ご
み
回
収
容
器
の
中
に
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、
１

㍍
以
下
に
切
り
、
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
程
度
の
量
が
あ
る
場

合
は
、
直
接
松
山
有
機
工
場
へ
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
本
庁
環
境
政
策

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
環
境
衛
生
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
曜
日
に
松
山
有
機
工
場
に
搬

入
す
る
際
は
、
計
量
カ
ー
ド
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
平
日
に
本
庁
環
境
政
策
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
課
環
境
衛
生
係
窓
口
ま
で

計
量
カ
ー
ド
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

国
際
協
力
機
構
が

　
　
　
　
　

志
布
志
市
に
来
ま
す
！

　

市
で
は
各
方
面
か
ら
多
く
の
視
察
団
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
来
た
る
10
月
25
日

に
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
「
志

布
志
市
の
環
境
行
政
」
に
つ
い
て
視
察
に

来
ま
す
。

　
「
途
上
国
で
は
多
く
の
国
が
い
ま
だ
に

処
分
場
は
野
積
み
の
状
態
で
、
ご
み
収
集

さ
え
満
足
に
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ご
み
質
や
排
出
量
が
先
進
国
並
み
に
な
っ

て
き
て
、
最
終
処
分
容
量
の
逼
迫
か
ら
ご

み
の
削
減
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
国
中
が
ご

み
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
焼
却
炉
な
し
で
埋
立
ご
み
80

㌫
減
を
行
っ
て
い
る
志
布
志
市
を
視
察
に

来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
来
市
に
あ
た
っ
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
や
途
上
国
の
廃
棄
物
管

理
の
現
状
も
説
明
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
折
角
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

市
民
の
皆
さ
ん
も
聴
き
に
き
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

10
月
25
日
（
木
）
午
後
２
時

　
　
　
　
（
１
時
間
程
度
）

●
場
所　

本
庁
舎
隣
改
善
セ
ン
タ
ー

　

第
一
に
は
買
い
物
を
通
じ
て
環
境
意
識

の
見
直
し
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

 

「
レ
ジ
袋
削
減
を
議
論
す
る
よ
り
、
も
っ

と
他
に
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」と
い
う
声
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
タ
ダ
で
い
く
ら
で
も
も
ら
え
る

レ
ジ
袋
は
容
易
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
な

ど
消
費
者
が
注
意
す
れ
ば
代
替
可
能
で
実

効
性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
は
少
し
で
も
ご
み
を
減
量
し
た

い
か
ら
で
す
。
あ
る
調
査
で
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
7.3
㌫
（
容
積
比
）
が
レ
ジ
袋
だ
と

い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
で
は

一
人
年
間
３
０
０
枚
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
て

い
て
、
こ
の
数
字
か
ら
計
算
す
る
と
、
市

内
の
レ
ジ
袋
使
用
量
は
１
０
５
０
万
枚
、

85
㌧
程
度
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
ご
み
に

な
る
も
の
を
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
と
い

う
考
え
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

第
三
に
は
石
油
資
源
の
浪
費
そ
し
て
こ

れ
に
繋
が
る
地
球
温
暖
化
の
抑
制
を
し
た

い
で
す
。
現
在
、
レ
ジ
袋
の
６
割
が
輸
入

品
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
含

め
て
年
間
使
用
量
の
３
０
５
億
枚
の
レ
ジ

袋
の
製
造
に
原
油
を
約
55
・
８
万
㌔
㍑
消

費
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
が

輸
入
す
る
原
油
の
「
１
日
分
弱
」
が
レ
ジ

袋
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
考

え
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

レ
ジ
袋
が
出
回
っ
た
の
は
70
年
代
後
半

で
、
そ
の
便
利
さ
か
ら
す
ぐ
に
定
着
し
ま

し
た
。
で
も
、
便
利
な
の
は
帰
る
ま
で
の

ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
で
、
す
ぐ
ご
み
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
海
に
漂
う
レ
ジ
袋
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

や
鯨
に
悪
さ
を
し
、
用
水
路
・
排
水
路
に

つ
ま
っ
た
レ
ジ
袋
は
水
害
を
拡
大
し
ま

す
。
埋
立
処
分
さ
れ
る
レ
ジ
袋
は
半
永
久

的
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

も
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
買
い
物

を
行
い
買
い
物
か

ら
地
球
環
境
を
変

え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

買
い
物
か
ら
社
会
を
変
え
よ
う
vol
２

今日からマイバッグ！便利なのは帰るまでのちょっとの間だけ。
　　　自宅にあるレジ袋も立派なマイバッグです。レジ袋は何回も使いましょう！

レ
ジ
袋
辞
退
率
９
割
！

「
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し

円
卓
会
議
」
始
動
！

散
ら
ば
っ
た
レ
ジ
袋
は
・
・
・

な
ぜ
レ
ジ
袋
の
削
減
な
の
か
？

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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校訓：「やさしく」「かしこく」「たくましく」
■校　長　　中田      眞弓
■児童数　　　   24 人
■学級数　複式 3 学級
■Ｐ戸数　　　   17 戸

田之浦小学校
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～一つの目標に向かって、力を発揮～
～チームワークを大切にして、

みんなが一つになろうという団結力～

■校　長　中 萩  知 治
■児童数　　　104 人
■学級数　　　　6 学級
■Ｐ戸数　　      71 戸

野神小学校

学校教育目標

自らよく学び、心豊かなたくましい野神っ子の育成
●子どもが主役となり、一人ひとりの良さや可能性が発揮される学校　●花や緑に囲まれ、美しく整然とした学校
●秩序や規律の中に美しさあふれる学校　●保護者や地域社会に信頼され、ともに前進する活力に満ちた学校

ONE 野神小学校

合い言葉　「喜んで登校　満足して下校」

親子ふれあい活動（鉛筆を削ってスケッチ） 親子で交通安全標語看板づくり 食育の日（農政局出前授業）

読書の日（パネルシアター） 「人権の花」運動　開校式 「市の花」で「人権の花」ひまわりが満開

交通安全教室 英語活動（くだもの屋さんごっこ）
キャリア教育（講話「前向きに生きる」）

講師 : 三菱商事鹿児島支店長

創立 132 周年の伝統とよき校風を受け継いだ信頼される学校づくりに取り組んでいます。

学ぶ子　自ら考え、表現できる子（知育）

やさしい子　おもいやりのある礼儀正しい子（徳育）

元気な子　最後までねばり強くやりぬく子（体育）

分かるまで粘り強く勉強 きれいな歌声を披露『歌声コンクール』 これでいいのかなテレビの見方

すすんで元気なあいさつ いただきますのあいさつをして交流給食 上級生に迎えられ楽しい学校生活のスタート

全員参加朝の自主トレ ５年生初めての棒踊り ケナフ栽培さあいよいよ紙作り



志布志地区秋の芸術祭
～　文化のあした・芸術の華ひらけ　～

■場所　志布志市文化会館
　「前夜祭」　11 月 3 日（土）　17 時 30 分開演
　「本祭」　　11 月 4 日（日）					9 時 30 分開演
　｢展示発表｣	 11 月 3 日・4 日
　「なんでもバザー」　	 11 月 4 日　	 11 時オープン
　「お楽しみ抽選会」　	 11 月 4 日・5 日
■問い合わせ先　志布志市文化会館　　　℡ 472-3050

■講師　大分県南落語組合　泥谷玄生さん　疋田勝也さん
■ 10 月 19 日（金）　有明農村環境改善センター　18:30 ～
■ 10 月 20 日（土）　やっちくふれあいセンター　13:00 ～
■問い合わせ先　市教育委員会　℡ 472-1111（内 333）
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これからの創年市民大学プログラム（予定）
No 日　時 講義内容及び講師

11 10 月 17 日（水）
18:50 ～

環境好学Ⅱ
～地球温暖化とゴミゼロを目指して～
　　環境学習アドバイザー　宮地光弘

12 10 月 26 日（金）
18:50 ～

子育て好学Ⅰ創年暴創族になろうⅡ
～地域で子どもを育てる～
　　　　人間幸学研究所長　和田芳治

13 11 月 7 日（水）
18:30 ～

市長講話とまちづくり懇話会
～志あふれるまちづくりを目指して～
　　　　本田市長

14 11 月 17 日（土）
～ 18 日（日）

修学旅行
～まちづくりミステリーバスツアー～
がばいばあちゃん 7 人衆と武雄のまちづくり

　市民大学への途中入学、大歓迎です！
■問い合わせ先　市民大学事務局℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあります。

ヤン・デプレーテル
クラシックギターコンサート

ベルギーの世界的ギタリスト
　　　　　　　　　３度目の来日

■日時　11 月 9 日（金）　
■開場　18:30　開演 19:00
■会場　有明農村環境改善センター（市役所隣）
※入場無料ですが、整理券が必要になります。
※整理券は配布中です！

永井龍雲
　クリスマスライブ

今年は、龍雲のライブでとっておきの
クリスマスを過ごしませんか。

■日時　12 月 23 日（日）　開場 16:30　開演 17:00
■会場　有明農村環境改善センター（市役所隣）　
■料金　3,500 円自由席
※チケットは 10 月 20 日（土）から

■チケット・入場整理券のお求めは　市文化会館・やっちくふれあいセンター・　市役所売店・（株）島津・三昧堂・
　　　　　　　　　　　　　　　　　くにみ書店・しぶしアピア・市内郵便局（簡易郵便局を除く）

　志のまち宣言を記念し、“ 志あふれる生涯学習のまちづくり ” のネットワークを構築し、創年と子どものたまり
場（交流）づくりを推進することを目的に、コーディネーターに聖徳大学教授でＮＰＯ法人全国生涯学習まちづく
り協会理事長の福留強先生を、メイン講師にあまみパーク園長の宮崎緑さんを迎え、開催されます。
　当日は、午前 9 時３０分から「歓迎セレモニー」「基調提言」「事例発表『志あふれるまちづくり～志ネットワー
クＶＳ市民大学～』」午後から、アトラクションに続き、「記念トーク」「シンポジウム」「志のコンサート」等が予
定されています。皆様の参加を心からお待ちいたしております。
■参加費　1 人 1,000 円（資料代、昼食代込み）　■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

　志布志市では、本年度も「かごしまの教育」県民週間として、
学校を自由に参観できる週間を設定します。参観できる期間は
11 月 1 日（木）から 7 日（水）の 7 日間で、この間であれば、
志布志市内のどの学校でも自由に授業や学校行事等を参観でき
ます。ぜひこの機会にお近くの学校や普段は参観することので
きない遠くの学校にお出かけになり、子どもたちや先生方の活
動をご覧ください。なお、この期間の各学校の行事等の一部に
ついては下記に示してありますが、学校によってはその前後に
設定している場合もありますので、詳しくは、それぞれの学校
にお問い合わせください。

学校名 この期間の主な行事

山	重	幼 11 月 2 日　【芋掘り】
植えたさつまいもを収穫し、保護者と試食

松	山	小 11 月 2 日　【学習発表会】
合奏や合唱、劇など学習の成果の発表

泰	野	小 11 月 2 日　【昔の遊具つくり】
高齢者を招いての昔の遊びを楽しむ活動

尾野見小 11 月 2 日　【学習発表会】
学習の成果を劇や音楽、朗読等で発表

志布志小 11 月 1 日　【志布志小「心の教育の日」】
全学級で道徳の授業参観

香	月	小 11 月 2 日　【生きがい大学との交流】
生きがい大学の方々との交流

潤ヶ野小 11 月 1 日　【高齢者との触れ合い活動】
児童と校区長寿会との交流

安	楽	小 11 月 1 日　【心の教育の日】
いじめや生命尊重等、心の教育の授業参観

田之浦小 11 月 1 日　【青年海外協力隊 OB との交流】
青協 OB と外国の人との交流

森	山	小 11 月 4 日　【日曜参観・学習発表会】
保護者や地域の方々を招いての参観

四	浦	小 10 月 31 日【高齢者との触れ合い活動】
高齢者とのグラウンドゴルフ等

八	野	小 11 月 2 日　【学習発表会】
校区の人との交流を深める行事

伊﨑田小								 11 月 1 日　【読書祭り】
多読者賞や多読学級賞の授賞式他

学校名 この期間の主な行事

	蓬	原	小		 11 月 1 日　【道徳授業参観の一斉実施】
思いやりや生命尊重を中心にした道徳授業

野	神	小								 11 月 6 日　【読書祭り】
お話会の方々による紙芝居や読み聞かせ等

有	明	小								 11 月 6 日　【高齢者との触れ合い活動】
高齢者との昔の遊び等

通	山	小								 11 月 6 日　【高齢者との触れ合い活動】
高齢者との昔の遊び等

原	田	小								 11 月 2 日　【茶もみ体験】
地域の生産者の協力を得て行う行事

山	重	小 11 月 5 日　【道徳授業参観】
「心の教育の日」の道徳の授業参観

松	山中 11 月 1 日　【文化祭】
やっちくふれあいセンターでの実施

志布志中 11 月 9 日　【文化祭】
展示部門やステージ部門での学習の成果の発表

田之浦中 11 月 3 日　【文化祭】
郷土文化への意識を高める行事

出	水	中 11 月 11 日【文化祭】
舞台発表・展示発表をする活動

有	明	中 11 月 9 日　【文化祭】
合唱や劇による舞台発表、展示発表等

宇	都	中 11 月 11 日【文化祭】
学習の成果や文化的な表現活動の発表

伊﨑田中 11 月 9 日　【文化祭】
弁論や舞台発表、展示発表

今年も
が始まります！

宇
う か じ

梶剛
た か し

士講演会
　　～転んだら、どう起きる？～
巨大暴走族の元総長が、性格俳優になるまでの生き様
を語る。
■日時　11 月 18 日（日）
■開場　18:30　開演 19:00
■会場　志布志市文化会館
■料金　500 円　自由席
※チケットは 10 月 20 日 ( 土 ) から

期間：11 月 1 日（木）から 7 日（水）まで

入
場
無
料

21　市報しぶし■ 2007.10

教育委員会情報ネット

日時　11 月 24 日（土）
　　　9:10 受付　9:30 開会
場所　志布志市文化会館

■問い合わせ先　志布志市教育委員会　℡ 472-1111（内線 333）
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みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
　

草
野
農
村
環
境
保
全
会
（
坂
元
英
仁
会

長
）
は
、
農
林
水
産
省
が
行
っ
て
い
る
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
一
環
と

し
て
、環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
農
地
・
農
業
用
水
等

の
資
源
の
適
切
な
保
全
管
理
が
、
農
家
の

高
齢
化
等
に
よ
り
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
と
い
っ
た
地

域
の
価
値
観
の
変
化
へ
の
対
応
が
必
要
な

こ
と
、
農
業
生
産
全
体
の
在
り
方
を
環
境

保
全
を
重
視
し
た
も
の
に
転
換
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
効
果
の
高
い
共
同
活
動

と
、
農
業
者
ぐ
る
み
で
の
先
進
的
な
営
農

活
動
を
支
援
す
る
「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
」
を
平
成
19
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
県
営
特
殊
農
地
保
全
整

備
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
畑
地
帯
で
、

茶
や
野
菜
、
粗
飼
料
の
生
産
が
多
く
、
年

間
を
通
じ
て
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
保
全
会
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
み

ん
な
の
力
を
あ
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
み
ん
な
で
活

動
す
る
会
で
す
。
本
年
度
か
ら
５
年
間
に

わ
た
り
活
動
し
ま
す
。

　

最
初
の
活
動
は
５
月
に
行
っ
た
「
草
野

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
」
で
地
域
の
主
要

幹
線
道
路
の
路
側
帯
を
整
備
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
協
力
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
は
交

代
で
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
に
水
を
か
け
る
な

ど
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
ひ
ま
わ

り
畑
を
作
る
な
ど
積
極
的
に
農
地
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と

め
た
ミ
ニ
コ
ミ
紙
『
草
野
農
村
環
境
保
全

会
だ
よ
り
第
１
号
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

農
地
や
農
業
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
地
域
を
守
る
優
先
的
な
課
題
と
考

え
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
一
般
住
民
も
含

め
て
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

草
野
農
村
環
境
保
全
会

遊休農地を利用したひまわりの栽培

地域の環境点検を行う会員
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図 書 館

情

報
■ : 休館日（本館・各分館・異動図書館車）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜
■毎月第 1・3 土曜日
　　　　　　松山分館読み聞かせ 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

土

休館日カレンダー（本館）

November　1 1 月
日 月 火 水 木 金 土

4 5 6 7 8 9
11 12 13 14 15 16 17

October　1 0 月
日 月 火 水 木 金
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27

新刊案内
■ [ 七里湖 ]　大庭　みな子　著

女性として、文学者として常に
刺激を与え続けてきた筆者の、
病に倒れる直前まで執筆してい
た、未完の作品。

	 	
■「あの日に戻れたら ]　山田　奈津子　著

高 3 のナツはどうしても忘れら
れない人がいた。「あの時、気
持ちを伝えていれば」そんな願
いが、思ってもみない形でかな
えられることになり・・・。表
題作「あの日に戻れたら」を含
むＪＵＮＯＮ恋愛小説大賞受賞
作 4 編を収録。

○

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「秋の味覚」

■各分館催し物
志布志分館	 10 月 27 日（土）	 13:30 ～　読み聞かせ会
安楽分館	 10 月 27 日（土）	 14:00 ～　読み聞かせ会

有明分館	 10 月 20 日（土）　14:00 ～　読み聞かせ会

28 29 30 31
○

今月のテーマ図書
「写真」

　小学校 5 年　横山さん

Q1	 本を読むのは好きですか。
A1	 大好きです。　　　　　
Q2	 司書体験を申込んだ理由は何ですか。
A2	 本が好きなので、本がたくさんある図書館の仕事を体
	 験したかったからです。
Q3	 一日図書館司書体験の感想をお聞かせください。
A3	 読み聞かせ会でみんなの前で絵本の読み聞かせの体験	
	 ができたことです。
Q4	 将来の夢は何ですか。
A4	 将来は、美容師になりたいと思っています。

　小学校 5 年　田邊さん

Q1	 本を読むのは好きですか。
A4	 大好きです。
Q1	 司書体験を申込んだ理由は何ですか。
A4	 図書館の仕事の内容を勉強したかったからです。
Q1	 一日図書館司書体験の感想をお聞かせください。
A4	 図書館の仕事は思ったより難しかったですが、よい
	 経験になりました。
Q1	 将来の夢は何ですか。
A4	 将来は、子どもたちのためになる仕事をしたいと思っ	
	 ています。

31 2

○

○

～ 1 日図書館司書体験～
　図書館の一日図書館司書体験に今年度 13 人の申し込みがありました。
　その中から 9 月に司書体験をした 2 人を紹介します。

極
真
会
館
鹿
児
島
県
支
部

　
　
　
　
　

有
明
・
志
布
志
分
支
部

　

極
真
空
手
は
『
牛
殺
し
』
の
異
名
を
持

つ
、
創
始
者
、
故
・
大
山
倍
達
が
、
そ
れ

ま
で
の
常
識
を
覆
す
「
直
接
打
撃
制
」
を

唱
え
た
空
手
で
す
。

　

有
明
・
志
布
志
分
支
部
道
場
（
稲
付
辰

昭
分
支
部
長
）
は
、
現
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
有
す
る
、
鹿
児
島
県
支
部
の
中
に

あ
っ
て
、
現
在
、
道
場
生
17
人
と
小
規
模

な
が
ら
、
今
年
も
数
々
の
大
会
で
入
賞
者

を
出
し
、
過
去
に
は
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

全
九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
た
、
県

内
で
も
有
数
の
道
場
で
す
。

　

前
迫
蓮
さ
ん
、
燈
さ
ん
兄
弟
が
型
で
、

平
成
18
年
、
19
年
の
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

し
て
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た

国
際
青
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出

場
し
、
今
年
２
月
に
は
10
人
組
手
を
完
遂

し
、
昇
段
審
査
に
合
格
し
県
支
部
初
の
兄

弟
揃
っ
て
黒
帯
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

稽
古
の
指
導
は
、
分
支
部
長
の
稲
付
さ

ん
と
指
導
員
の
前
迫
敏
朗
さ
ん
の
ほ
か
前

迫
蓮
さ
ん
、
燈
さ
ん
も
加
わ
り
個
性
あ
る

指
導
体
制
で
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
一
般

の
方
ま
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

空
手
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
心
身
の

鍛
錬
に
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

目
的
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
健
康
の
た
め

や
護
身
の
た
め
、
大
会
で
力
を
た
め
す
た

め
な
ど
色
々
で
す
。

　

常
時
体
験
入
門
実
施
中
で
す
。
あ
な
た

も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
空
手
の
修
行
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
稽
古
日
時　

水
・
金
曜
日

　
　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
30
分（
少
年
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時　
　
（
一
般
）

■
稽
古
場
所　

有
明
・
志
布
志
分
支
部

（http://www4.synapse.ne.jp/kyokushin/

）

極真会館有明・志布志分支部の皆さん

志
布
志
暮
ら
し
を
満
喫

し
て
い
る
素
敵
な
仲
間

稽古に励む少年の部
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Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ　

Ｔ
ｒ
ⅰ
ｐ

　

高
校
１
年　

高
吉

　

私
達
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
で
た

く
さ
ん
の
場
所
へ
行
き
ま
し
た
。
フ
ラ

イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
た
く
さ
ん
の

飛
行
機
が
あ
っ
て
大
昔
使
わ
れ
て
い
た

飛
行
機
や
ス
パ
イ
用
の
飛
行
機
、
前
が

車
で
後
ろ
が
飛
行
機
と
い
う
と
て
も
面

白
い
飛
行
機
が
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

マ
リ
ナ
ー
ズ
観
戦
に
も
行
っ
て
、
み

ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
立
っ
て
踊
っ
た

り
大
声
で
応
援
し
た
り
、
前
に
い
た
人

と
も
仲
良
く
な
っ
て
み
ん
な
で
マ
リ

ナ
ー
ズ
を
応
援
し
て
と
て
も
興
奮
し
、

野
球
に
そ
こ
ま
で
興
味
が
無
か
っ
た
私

も
も
の
す
ご
く
楽
し
め
ま
し
た
。

　

他
に
も
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
食

料
を
配
布
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

り
、
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て
湖
を
ブ
ラ
ブ

ラ
し
た
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
た

く
さ
ん
買
い
物
を
し
た
り
と
、
シ
ア
ト

ル
市
内
を
た
く
さ
ん
回
れ
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
カ
ナ
ダ
も
本
当
に
綺

麗
な
街
で
ろ
う
人
形
博
物
館
や
州
議
事

堂
に
行
っ
た
り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
出
来
ま
し
た
。

学
校
に
つ
い
て

　

高
校　

三
年　

中
窪

学
校
生
活
は
、
登
下
校
も
含
め
全
て
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
学
校
は
第

一
に
、世
界
中
の
友
達
と
の
交
流
で
す
。

英
語
に
よ
っ
て
誰
と
で
も
話
せ
る
と
い

う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
の
友
達
に
日
本
語
を
教
え
た
り
、
韓

国
語
や
中
国
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

し
て
楽
し
く
会
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
に
お
い
て
は
、
先
生
方
や
地
元

の
生
徒
が
各
自
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

英
語
で
親
切
に
説
明
を
し
て
く
だ
さ

り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
番
楽
し
く
活
動
で
き
た
の
は
シ
ン

プ
ル
ゲ
ー
ム
の
授
業
で
し
た
。
ル
ー
ル

も
知
ら
な
い
、
初
め
て
み
る
ゲ
ー
ム
を

教
え
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊

べ
た
時
、す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

唯
一
不
安
で
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
の

は
、
登
下
校
の
バ
ス
で
し
た
。
帰
り
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
っ
た
り
と
楽
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
バ
ス
・
バ
ス
停
を

間
違
え
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、

何
も
か
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

ノ
ー
ス
ト
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

　

高
校
１
年　

黒
木

ノ
ー
ス
ト
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
に
は
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
達
が
色
々
な
国
か
ら

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

台
湾
が
一
番
多
く
、
日
本
人
は
そ
の

次
に
多
か
っ
た
で
す
。
学
校
で
は
授
業

が
割
り
振
り
さ
れ
て
い
て
、
芸
術
系
や

勉
強
系
、
ス
ポ
ー
ツ
系
な
ど
、
様
々
な

種
類
が
あ
り
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

最
初
、
先
生
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
ま
り
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
周
り
の
人
を
見
れ
ば
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
は
理
解
で
き
た

の
で
、
授
業
で
困
る
こ
と
は
そ
う
な

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
や
他
の
国
の
生
徒
な
ど

と
も
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
仲
良
く

な
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
昼
食
は
学
校
か
ら
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
食
堂
へ
行
っ
て
い
ま
し

た
。
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
好
き
な
も
の

だ
け
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
果

物
も
丸
々
１
個
置
い
て
あ
っ
て
豪
華
な

も
の
で
し
た
。
私
に
は
全
て
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

　

高
校
２
年　

西
元

初
め
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と

に
対
し
て
、
日
本
語
の
通
じ
な
い
人
々

と
一
か
月
生
活
し
て
い
け
る
の
か
、
又

私
の
英
語
力
で
会
話
は
ち
ゃ
ん
と
成
り

立
つ
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
っ
た
ば
か
り
の
時

は
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
て
あ
ま
り
上

手
く
話
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
普
通
に
会
話
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
シ
ア
ト
ル
に
来
る
ま
で
の
不
安

が
嘘
の
よ
う
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
す
中
で
、
文
化
の
違
い
な

ど
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
一
か
月
は
過
ぎ
、

帰
国
当
日
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
よ
り
、

「
あ
な
た
の
家
は
こ
こ
に
あ
る
か
ら
い

つ
で
も
帰
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言

わ
れ
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
い
つ

の
日
か
ま
た
必
ず
シ
ア
ト
ル
を
訪
れ
よ

う
と
心
に
決
め
、
帰
国
し
ま
し
た
。
私

は
こ
の
夏
、
最
高
の
家
族
と
最
高
の
思

い
出
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
携

わ
っ
て
頂
い
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ア
ト
ル
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
役
所　

有
村

　

私
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
に
１
か

月
間
滞
在
し
ま
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
西
海
岸
の
最

北
に
あ
り
、
カ
ナ
ダ
と
隣
接
し
て
い

て
、
真
夏
で
も
涼
し
く
、
湿
気
も

な
く
大
変
過
ご
し
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
大
都
市
に
も
関
わ
ら
ず
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
住
み
や
す

い
街
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
日

本
人
や
、
世
界
中
の
人
々
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
初
め
の
３
週
間
、
現
地

の
高
校
に
通
い
、
私
は
一
週
間
半
、

語
学
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
ど

ち
ら
の
学
校
も
シ
ア
ト
ル
の
市
街

地
に
あ
る
の
で
、
夕
方
、
学
校
が

終
了
し
た
後
、
市
街
地
を
散
策
し
て
帰

る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
シ
ア
ト
ル
は

夏
場
、
非
常
に
日
照
時
間
が
長
く
、
夜

の
９
時
前
に
日
が
暮
れ
る
の
で
、
学
校

の
後
に
散
策
し
て
帰
宅
し
て
も
十
分
明

る
い
の
で
す
。
夜
九
時
頃
ま
で
明
る
い

と
い
う
の
は
、
一
番
驚
い
た
こ
と
で
し

た
。

　

シ
ア
ト
ル
は
「
イ
チ
ロ
ー
」
が
活
躍

す
る
『
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
本

拠
地
で
あ
り
、
全
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
『
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
』
の
発

祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
観
戦
を
し
た
り
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
１
号
店
に
行
っ
た
り

と
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

都
会
で
あ
り
な
が
ら
も
、
自
然
環
境

を
大
切
に
保
護
し
、
生
活
し
や
す
い
街

づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
が
ち
ゃ
ん
と
で
き

て
い
る
、
シ
ア
ト
ル
は
そ
ん
な
素
晴
ら

し
い
街
で
し
た
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

あ
い
さ
つ
で
始
ま
る

　

現
在
、
市
役
所
で
は
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
〝
あ
い
さ
つ
〟
は
人
と
人
と
が
接
す

る
た
め
の
基
本
で
、
だ
れ
で
も
で
き
る

こ
と
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。

　

先
日
、
池
口
恵
観
先
生
（
志
布
志
高

等
学
校
卒
、
高
野
山
伝
燈
大
阿
闍
梨
、

医
学
博
士
）
と
話
す
機
会
が
あ
り
「
志

布
志
市
は
『
志
の
ま
ち
』
を
宣
言
し
た

の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
『
志
の
あ
ふ

れ
る
ま
ち
』に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

と
尋
る
と
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

に
誇
り
を
持
っ
た
者
が
多
く
な
る
こ

と
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
生
は
「
鹿
児
島
県
で
は

横
断
歩
道
を
子
ど
も
達
が
渡
り
終
わ
っ

た
あ
と
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
車
に
向

か
っ
て
一
礼
を
す
る
の
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
驚
き
と
と
も
に
感
動
を
覚

え
ま
す
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
「
志
布
志
市

を
日
本
一
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
ま
ち

に
し
た
い
」と
私
は
思
い
ま
し
た
。「
志

布
志
市
を
訪
れ
る
多
く
の
人
を
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
お
も
て
な
し
の
心

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
そ
れ
だ
け
で
、

こ
の
ま
ち
を
訪
れ
た
人
の
第
一
印
象

は
と
て
も
良
い
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
の
一

例
と
し
て
「
５
秒
ル
ー
ル
」
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
旅
行
や
講
演
会
で
初
対
面
の

人
の
隣
の
席
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
と
き
す
ぐ
に
「
こ
ん
に
ち

は
、
隣
に
失
礼
し
ま
す
」
等
と
あ
い
さ

つ
を
す
れ
ば
、
そ
の
人
と
会
話
を
始
め

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
旅
行
中
で

あ
れ
ば
旅
は
よ
り
楽
し
い
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
何
も
言
わ
ず
に
ス
ッ
と
隣

に
座
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
な
か
な

か
話
し
か
け
ら
れ
ず
に
お
互
い
気
ま
ず

い
雰
囲
気
の
中
で
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
に
、
初
対
面
の
人
に
あ
っ
て
か
ら

５
秒
を
過
ぎ
る
と
な
か
な
か
話
し
か
け

に
く
く
な
る
と
い
う
の
が
「
５
秒
ル
ー

ル
」
で
す
。

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
と
同
様
に
大
切
な

の
が
『
返
事
』
で
す
。
名
前
を
呼
ば
れ

た
と
き
「
は
い
」
と
い
う
返
事
が
す
ぐ

に
返
っ
て
く
る
の
は
見
て
い
て
気
持
ち

が
よ
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
は
自
分

を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
は
、
相
手
の
た
め
で
も
あ
り
、
自
分

の
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
。
誰
も
が
気

持
ち
よ
く
生
き
て
い
け
る
環
境
に
す
る

た
め
「
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
」
と

「
返
事
」
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
を
家
庭

や
職
場
、
学
校
で
も
自
ら
す
す
ん
で

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

R
e
p
o
r
ts
 & c

o
lu

m
n

海
の
玄
関
し
ぶ
し
か
ら
世
界
へ

７
月
21
日
か
ら
８
月
21
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
４
人
の
高
校
生
と
１
人
の
青
年
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

シ
ア
ト
ル
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
語
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
研
修
記
を
紹
介
し
ま
す
。

シアトルのまちづくりについて学びました

フライトミュージアムでの研修の様子

学校での研修を終えて ･･･

今回の研修で多くのことを学びました

ノースウェストスクールの前で

多くの出会いが研修生の心を温めました

日本ではできない様々な体験をしました



【
お
わ
び
】８
月
号
に
掲
載
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
致
し
ま
す
。　

葉
桜
や
夫
に
欲
し
い
車
椅
子　

山
本　

節
子
（
志
布
志
句
会
）
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俳
句
（
志
布
志
句
会
）

歳
時
記
を
め
く
る
風
来
る
夏
の
果 

坪
田　

秀
邑

絵
手
紙
を
妻
が
書
い
て
る
夏
密
柑 

吉
田　

十
二

花
嫁
の
父
と
な
る
日
の
花
粉
症 

暉
峻　

康
瑞

肘
枕
生
涯
我
は
無
為
に
し
て 

永
山　

又
生

病
棟
の
夏
の
廊
下
に
素
足
美は

し 

森　

真
砂
人

雨
を
待
つ
穂
先
の
反
り
よ
青
芒 

山
本　

節
子

手
枕
の
父
真
似
て
い
る
男
の
子 

肥
後　

洋
子

　　慶
け い こ

子さん　24 歳　勤務先：保育所

趣味：ソフトテニス
理想の異性：物事に一生懸命取り組む人。心が温かくて、尊敬できる人。
余暇の過ごし方：ソフトテニスやヨガをして楽しんでいます。
今のお仕事はどうですか？：周りの方々にも恵まれて、毎日楽しくお仕事させていただいて
います。これからも感謝の気持ちを忘れず、何事にも前向きに一生懸命頑張りたいと思います。
夢は：地球に優しいライフスタイルをもっと充実させていきたいです。そして、いつかは、
笑いの絶えない温かい家庭を築いていきたいです！！
志布志市に何を望みますか： 人と人との心が行き交う、心が和らぎ、温まる街。
	 緑あふれる自然豊かな街。
友人から一言（谷口るり子さん）：
とても几帳面で優しい先生です。みんなと力を合わせて頑張っていきましょうね！

2007.10 ■市報しぶし　26

和田喜造さん（91 歳）　　　　　　　　　		有明町野井倉
和田喜造さんはとても勉強熱心で笑顔の素敵なおじいさんで

す。社会福祉協議会の開催するサロンでゲームに参加したり、
ディケアで仲間と共に過ごすのを楽しみにしています。

若い頃は、戦争を体験し、昭和 25 年には、国際農友会のアメリカ
実習にも参加しました。その時の多くの出会いは大切な財産になった

といいます。その後、プリマハムに就職し仕事でアルゼンチンやブラジ
ル、デンマークなどに居住し、世界約 50 ケ国を訪れたといいます。また、

旧有明町時代には 12 年間、町長として町の発展に尽力されました。
　健康の秘訣は 30 年程前から続けているというラジオ体操で、旅先でも朝
の 6 時 30 分から必ず行っているといいます。5 年ほど前までは草刈機を背
負い土手の草払いをしていました。「妻も元気なので心強い」と話し、酒は
飲まず、テレビは時々時代劇を見る程度で夜は 9 時に就寝します。
　孫やひ孫が遊びに来るのを楽しみに、カントリージェントルマンとして市
の発展を静かに見守りながら、心豊かに夫婦仲良く暮らしています。

　　陽
は る き

輝ちゃん（11 ヶ月）

（志布志町帖）

父　誠寛さん　母　亜紀さん

　我が家のチビスケは早いもので、も
うすぐ 1 歳になります。泣き声が大き
く、眠くなったり、気に入らないとか
みついて痛いのですが、いつも見せる
天使のような笑顔がたまらなくかわい
く、心癒されます。これからも太陽の
ように明るく元気に輝いて、すくすく
育ってね！

（両親より）

　　亘
こ う き

輝ちゃん（5 歳）　　（有明町野井倉）

　　利
り き

樹ちゃん（3 歳）
父　和幸さん　母　明江さん

　自分からすすんでお手伝いしてくれる亘輝
とチョコ×2 と動き回っているひょうきんな利
樹、2 人の毎日が楽しみです♡
　元気で素直で人に優しく思いやりがあっ
て、みんなから好かれる子になって欲しい
なぁ★彡　　　　　　　　　　　（両親より）

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

台
風
過
仰
げ
ば
天
の
窓
開
き
飲お
ん
じ
き食

超
え
し
使
途
ら
飛
翔
す 

南　
　

史
郎

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
く
ご
く
飲
み
干
す
少
年
の
喉
の
動
き
を
頼
も
し
く
み
る 

内
村
く
み
子

皿
少
し
よ
ご
し
て
秋
刀
魚
の
刺
身
食
う
空
論
の
沙
汰
か
口
当
た
り
良
し 

川
崎　

黒
兔

さ
び
し
さ
を
誤
魔
化
す
た
め
に
伸
ば
さ
れ
た
と
が
っ
た
爪
の
真
赤
な
エ
ナ
メ
ル 

春
日
野
り
か

無
農
薬
で
作
っ
た
西
瓜
は
サ
ク
サ
ク
と
口
に
と
け
込
み
甘
味
溢
れ
る 

東
郷
ミ
イ
子

待
宵
草
銀
の
夜
更
け
を
さ
揺
れ
つ
つ
シ
ャ
ン
ソ
ン
唄
ふ
う
つ
つ
河
畔
に 

肥
後　

洋
子

こ
ぼ
れ
そ
う
な
穂
紫
蘇
を
摘
み
て
掌
に
か
す
か
な
秋
を
た
し
か
め
て
い
る 

松
原
ひ
ろ
え

戯
れ
る
母
猫
仔
猫
む
つ
ま
じ
く
親
子
の
愛
は
人ひ

と間
と
変
わ
ら
ず 

渡
辺
ク
ミ
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

は
し
と
せ
え
気き

ば張
れ
ち
我わ

が

い
活か

つ
入い

れ
っ 

樋
渡
草
団
子

早は
や
ぼ掘
い
の
甘か

い
も藷
良よ

か
値ね

で
嬉う

れ

し
農さ

業っ 

満
留　

ぐ
み

退や

め職
て
か
や
引ひ

っ
算さ

ん

だ
け
ん
預よ

き
ん
ち
ょ
う

金
通
帳 

新
地　

十
意

山や
ま
こ
ば

下
払
れ
大て

げ概
な
弁べ

ん
と当
も
美う

ん味
も
食く

っ 

末
村　

琢
詩

愛え

そ想
ん
良よ

か
孫ま

ご

い
な
惜お

し
ゅ
無ね

婆ば
ば

ん
財ふ

ぞ布 

橋
口　

笑
二

溜う

い息
く
ち
っ
ブ
ラ
ン
ド
品ひ

ん

ぬ
見み

て
回ま

わ

っ 

福
山　

吉
連

せ
か
ら
し
か
偶た
ま

ん
朝あ

さ
ね寝

を
起お

こ
さ
れ
っ 

木
藤　

富
美

選せ
ん
き
ょ
ど
っ

挙
時
期
怪あ

や

し
電で

ん
わ話
が
は
い
と
来き

っ 

竹
之
内
零
余
子

久さ
し
か
ぶ振

い
鏡か

が

み
八は

ち
じ
ゅ十

ん
顔つ

ら

を
見み

っ 

野
村　

三
味

市
民
の
広
場

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

歌
を
詠
み
歌
に
集
ひ
て
六
十
年
南
の
船
の
行
方
い
づ
く
ぞ 

竹
永　

南
海

づ
か
づ
か
と
来
て
恋
文
そ
っ
と
渡
し
去
る
そ
の
あ
と
戦
死
八
月
十
五
日 

暉
峻　

康
瑞

盆
過
ぎ
の
蝉
の
鳴
き
声
死
ん
限
い
と
嫗
呟
き
背
筋
を
伸
ば
す 

池
ノ
上
一
枝

残
業
の
子
を
い
た
わ
り
つ
つ
門
閉
め
る
老
梅
の
空
に
三
日
月
り
ん
と 

折
田　

ス
ズ

女
子
三
た
り
赤
き
装
束
に
ほ
そ
き
腕
九
面
太
鼓
に
ち
か
ら
み
な
ぎ
る 

岡
元　

初
子

流
れ
ゆ
く
薄
雲
か
か
る
満
月
は
名
の
み
の
立
秋
深
夜
を
照
ら
し
ぬ 

川
井
田
登
志
子

暗
闇
の
廊
下
を
明
か
り
灯
し
行
く
出
で
来
し
コ
オ
ロ
ギ
先
を
と
び
ゆ
く 

神
田　

節
子

美
人
に
は
違
い
は
な
い
よ
す
ん
な
り
と
初
の
胡
瓜
は
二
十
八
セ
ン
チ 

児
玉　

末
子

ふ
た
夏
を
越
し
た
る
ソ
ー
メ
ン
輪
を
と
け
ば
小
虫
が
あ
ち
こ
ち
自
由
な
散
歩 

竹
永　

里
子

九
十
の
祖
母
は
ゴ
ッ
タ
ン
弾
き
な
が
ら
曽
孫
の
娘
を
あ
や
し
く
れ
た
り 

外
山　

善
恵

中
天
の
大
き
満
月
冴
え
渡
り
折
り
し
も
鳴
き
交
う
五
位
鷲
の
か
げ 

西
江
美
津
子

く
れ
な
ず
む
空
に
く
っ
き
り
十
三
夜
ま
ろ
き
に
足
り
ぬ
月
仰
ぎ
見
る 

浜
田　

敏
恵

人
形
の
服
を
脱
が
せ
て
入
る
湯
船
三
つ
子
は
小
さ
な
母
親
と
な
る 

林　
　

静
子

省
エ
ネ
と
風
呂
の
タ
イ
ル
に
大
の
字
の
我
の
避
暑
地
は
背
中
痛
し
も 

平
川　

澄
子

石
け
ん
の
り
ん
ご
の
香
り
を
こ
の
朝
の
幸
ひ
と
し
て
顔
を
洗
ひ
ぬ 

益
倉　

睦
美

排
ガ
ス
に
よ
ご
れ
て
黒
く
そ
び
え
立
つ
甲
州
街
道
並
木
の
樟
は 

松
下　

芙
美

夫
の
介
護
に
疲
れ
し
な
ら
む
か
愚
痴
る
友
ひ
と
り
の
日
日
の
侘
し
さ
伝
へ
む 

宮
原　

順
子

猛
暑
日
は
忘
れ
て
し
ま
へ
と
蝉
が
鳴
く
登
校
す
る
児
の
い
そ
い
そ
と
行
く 

山
田　

和
子

串
木
野
の
朝
の
静
寂
に
歩
行
浴
ツ
バ
メ
飛
び
交
い
心
安
ら
ぐ 

山
元
ハ
ツ
ミ

紺
碧
の
海
に
湧
き
立
つ
夏
雲
の
は
た
て
に
遠
く
逝
き
し
人
恋
う 

若
松
田
鶴
子

　　唯
ゆ い か

花さん（3 歳）　海
かいしん

心ちゃん（1 歳）

（松山町泰野）
父　栄作さん　母　由美子さん

　ケンカしながらも仲良しきょうだいです。
　2 人とも保育所が大好きで、毎日元気に行っ
ています。いっぱい友達を作っていっぱい遊
び、大きくなってね！
　唯花＆海心パワーでがんばろう！
　　　　　　　　　　　　　　	（両親より）

妻のツヤさん（87 歳）とともに
夫婦円満が長生きの秘訣です。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2007.10

あ
た
や

各地で運動会が行われました

志布志市にも秋の気配が・・・（国際の森）



申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
せ

ん
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

家
や
倉
庫
等
を
取
り
壊
し
た
時
は
、

必
ず
届
け
出
を
!!

　

今
年
取
り
壊
し
た
家
屋
や
昨
年
以
前

に
取
り
壊
し
て
い
る
が
、
ま
だ
取
り
壊

し
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
家
屋
が
あ

れ
ば
、
本
年
中
に
本
庁
・
各
支
所
税
務

課
税
務
係
に
お
い
て
家
屋
滅
失
申
請
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要

で
す
）
平
成
19
年
中
に
滅
失
登
記
を
さ

れ
た
家
屋
や
さ
れ
る
予
定
の
家
屋
、
す

で
に
市
役
所
で
取
り
壊
し
の
届
け
出
の

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て

は
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
関
係
部
署
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場
合
、

「
滅
失
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
も
、
滅
失

登
記
が
遅
れ
る
と
き
は
、
税
務
課
固
定

資
産
税
係
に
「
滅
失
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
本
庁
税
務
課
、

志
布
志
支
所
税
務
課
、
松
山
支
所
市
民
課

税
務
係
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
現
場
確
認
を
行
い
ま
す

　

滅
失
登
記
や
滅
失
申
請
書
を
基
に
現

場
を
確
認
し
ま
す
。
現
場
を
確
認
後
、

次
年
度
に
向
け
て
課
税
台
帳
か
ら
当
該

建
物
を
削
除
し
ま
す
。

■
年
間
の
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

年
の
途
中
で
家
屋
の
取
壊
し
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

賦
課
期
日
（
毎
年
１
月
１
日
）
現
在
の
所

有
者
に
年
間
の
税
金
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
次
年
度
か
ら
滅
失
し
た

家
屋
に
つ
い
て
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
ら

　

今
年
新
築
や
増
築
を
さ
れ
た
家
屋
は

来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
に

家
屋
の
内
外
を
調
査
（
１
時
間
程
度
）

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
職
員
が
調
査

に
お
伺
い
し
て
い
な
い
家
屋
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
と
な
る
建
築
期
間

　

平
成
19
年
１
月
２
日
～
平
成
20
年
１

　

月
１
日
ま
で
に
完
成
し
た
建
物

■
調
査
対
象
と
な
る
家
屋

　

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
及
び
物
置
・

　

車
庫
な
ど
の
附
属
建
物
等

■
調
査
日
時

　

所
有
者
の
方
の
ご
都
合
を
お
聞
き
し

　

て
決
め
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
・
１
５
６
）
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『その税が　みんなのまちの　源に』宇都中学校 3 年　鉾立　麻衣（税を考える週間　標語の部入選）
『一人一人の税金は　未来をよくする　第一歩』志布志中学校 3 年　河野　麻実（税を考える週間　標語の部入選）
『税金で　たくさんの人と　つながっている』田之浦中学校 3 年　小山　真菜（税を考える週間　標語の部入選）

※学年・賞は平成 18 年度「税を考える週間」作品展当時のものです。
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平
成
19
年
度
鹿
児
島
県

茶
業
振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

県
内
各
茶
産
地
に
お
い
て
例
年
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
県
茶
業
振
興
大
会
が
、
本
年
度
志
布

志
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
県
茶
品
評
会
を
含
む
各
種
表
彰

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
茶
機
械
資
材
等
の
展
示
や

特
産
品
展
示
即
売
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
茶
料
理
の
紹
介
や
、
お
い
し
い
お

茶
の
入
れ
方
教
室
、
煎
茶
道
及
び
抹
茶
道
の
野

点
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

平
成
19
年
11
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

志
布
志
市
有
明
開
田
の
里
公
園

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課
茶
業
振
興
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
４
２
０
・
４
２
２
・
４
２
３
）

Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

今月の納税 納付期限　10 月 31（水）　     口座振替日　10 月 25 日（木）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（6 期）　介護保険料（6 期）　市県民税（3 期）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

証
明
書
の
添
付
や
提
示
が
必
要
で
す

■
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
民
税
等
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
今
年
１

年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

■
毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）」

が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
本
年
１
月
か
ら
10
月
１

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年
内

に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の
控
除
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
２
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
平
成

19
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付

し
た
方
の
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

を
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯

主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の

納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整

等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保

険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書

も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
（
本
庁
・

支
所
）の
年
金
係
へ
お
電
話
さ
れ
る
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１

 市の人口　8 月 31 日現在
人　口	 35,127 人	 	 （11）
				男	 16,528 人	 	 （△ 7）
				女	 18,599 人	 	 （18）
転　入	 135 人	 　転　出	 　107 人
出　生	 19 人	 　死　亡	 　36 人
世帯数	 15,635 戸	 	 （△ 2）

 志布志港　平成 19 年 7 月分

　①入港隻数	 	 64 隻
　　（日本 2、外国 62）
　②輸出　				8 億 68 百万円
　③輸入 111 億 65 百万円

資料　鹿児島税関支署

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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■ 問 い 合

と　き　11 月 10 日（土）　前夜祭　午後 6 時 00 分開催
　　　　11 月 11 日（日）　本　祭　午前 8 時 45 分開門
ところ　志 布 志 市 松 山 城 山 総 合 公 園 内 特 設 会 場

必見！松山城　高さ 18㍍、幅 27㍍、まつり期間中しかご覧になれません！

■総合司会　じゃっどん小野ちゃん
■前夜祭
　・リトルチェリーズ玉江・東かおり歌謡ショー
　・南州太鼓保存会　ほか
■本祭
　・奉納武者行列・山積み野菜の大判振る舞い
　・サムライ鍋の大判振る舞い
　・奄美島唄是枝三姉妹・花ふぶき一座
　・山本リンダ歌謡ショー　ほか
※赤ちゃん・お子様の休憩施設もあります。ご家
　族連れで遊びに来てください。

・大抽選会
・なんまいダーツ・からくり大迷路
・ストラックアウト・ふわふわ
・やっちくサスケ・からくり忍者屋敷
・通行手形／花苗（先着 2000 名様無料配布）
・やっちく団子
・甘酒・コンニャク大判振舞
・ふれあい動物園
・日本鶏展示・陣馬そり競争
・玉入れ選手権　ほか

　６５歳以上の国保加入者の保険税（料）納付について、年金からの天引き（特
別徴収）が始まります。ただし、年金額が年額１８万円未満の場合や介護保険料
の天引きとあわせた額が年金額の２分の１を超える場合は、天引きは実施されま
せん。この場合は、個別に保険税（料）を納めることになります（普通徴収）。

　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
・
大
阪

航
路
は
、
大
隅
地
域
と
関
西
方
面
を
結

ぶ
唯
一
の
海
上
輸
送
航
路
と
し
て
、
大

隅
地
域
の
観
光
振
興
と
物
流
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
原
油
高
騰
に
よ
る
採
算
悪
化

を
理
由
に
撤
退
計
画
が
持
ち
上
が
る
な

ど
、
同
航
路
の
運
営
状
況
は
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
維
持
存
続
の
た
め
に
は
、
地

域
が
一
体
と
な
り
利
用
促
進
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
利
用
促
進
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会

　
　
（
市
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

■発着時刻

※日曜日は、出航時間が変更になる場合があります。
■運賃の例（年末年始等を除く）※平成 19 年 10 月 10 日改正
旅客運賃（片道）　２等：11,100 円　　２等寝台：13,100	円
車両航送運賃（片道、ドライバー２等運賃含む）
３ｍ以上４ｍ未満　25,800 円　４ｍ以上５ｍ未満　30,000 円
■問い合わせ先　㈱ダイヤモンドフェリー志布志支店　℡473-0661

さんふらわあを利用する
団体に助成金を交付します

■助成対象者　「さんふらわあ」を利用す
る10人以上の団体を構成する６歳以上（６
歳未満は乗船料が無料です）の人
※住所地は問いません。
■助　成　額（１人当たり）
　● 6 歳から 12 歳
	 500 円（往復）	 250 円（片道）
　● 13 歳以上
	 1,000 円（往復）	 500 円（片道）
■助成限度額　１団体につき 60,000 円
※修学旅行については、上記を適用せず、
１人当たり往復 5,000 円、片道 2,500 円と
し、上限額を設けません。
■問い合わせ・申込先
　さんふらわあ志布志航路利用促進協議会
　　　（志布志市役所港湾商工課内）
　　　　　℡ 474-1111（内線 265）

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
促
進
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

※上記の『国保医療制度の改正』及び９月号で掲載いたしました『後期高齢者医療制度の創設』につきましては、今後それぞれ市議会の議
決及び県高齢者医療広域連合議会の議決が必要です。また、国においては『高齢者の医療費負担等』について協議がされており、内容の一
部が見直される可能性があります。

さ
ん
ふ
ら
わ
あ　

大
阪

志
    布志

を
い
だ
い
て　

夢
航
路

【月～金】　18:00 発　　　翌朝 7:40 着
【　土　】　18:00 発　　　翌朝 8:50 着
【　日　】　17:00 発　　　翌朝 7:40 着
【月～金】　翌朝 8:40 着　　　18:00 発
【　土　】　翌朝 9:40 着　　　18:00 発
【　日　】　翌朝 9:40 着　　　17:00 発



ク
ル
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
in
し
ぶ
し

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
in
志
布
志

あ
な
た
の
恋
を

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
に
の
せ
て
・
・
・

　
　

♪
「
愛
の
ド
ン
ペ
リ
ー
ナ
」

■
日
時　

12
月
23
日
（
日
）

■
場
所　
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
船
内

　
　
　
　

ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

■
主
催　

志
布
志
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

●
参
加
対
象
者

　

原
則
と
し
て
県
内
在
住
及
び
本
県
出

身
者
の
20
歳
以
上
40
歳
未
満
の
独
身
者

●
参
加
員
数

　

男
性
50
人
、
女
性
50
人　

　

合
計
１
０
０
人

●
内
容

　

船
上
と
い
う
開
放
的
空
間
を
活
用
し

て
、
参
加
者
の
心
を
和
ま
せ
、
参
加
者

同
士
が
打
ち
解
け
あ
う
よ
う
な
フ
リ
ー

ト
ー
ク
タ
イ
ム
及
び
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、

海
の
見
え
る
ホ
テ
ル
「
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ

グ
リ
」
に
移
動
後
、
ホ
テ
ル
で
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
し
ま
す
。

●
参
加
料

　
　

男
性　

３
０
０
０
円

　
　

女
性　

２
０
０
０
円

※
詳
細
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限　

先
着
順
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
政
策
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）
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Ｃ
ｉｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ第
２
回
市
社
会
福
祉
大
会
＆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

■
期
日　

10
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
内
容

●
第
１
部　

社
会
福
祉
大
会　
　
　
　

　
　
　
（
９
時
30
分
～
12
時
15
分
）

社
協
会
長
表
彰
、
福
祉
作
文
・
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語

表
彰
、
講
演

●
第
２
部　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　
　
　
　
（
13
時
～
16
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
発
表
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
、
舞
台

発
表
な
ど

※
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
や
景
品
が
も
ら
え

る
ゲ
ー
ム
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り

沢
山
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
４
７
２
ー
１
８
０
０

戦
没
者
追
悼
式

　

太
平
洋
戦
争
等
に
殉
ぜ
ら
れ
た
本
市

出
身
戦
没
者
に
対
し
ま
し
て
、
追
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
る
た
め
、
平
成
19
年
度
志

布
志
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
い
た
し

ま
す
。

　

遺
族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
７
日
（
水
）

　

受　

付　

午
前
９
時
30
分

　

開　

式　

午
前
10
時

●
場　

所　

志
布
志
市
文
化
会
館

●
そ
の
他　

戦
没
者
追
悼
式
の
所
要
時

　
　
　
　
　

間
は
、
約
１
時
間
で
す
。

※
追
悼
式
終
了
後
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の

演
奏
会
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
役
所　

福
祉
部　

福
祉
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
６
）

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
参
加
者
募
集

　

12
月
２
日
に
開
催
す
る
第
２
回
志
布

志
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
IN
有
明
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

12
月
２
日
（
日
）。

■
場
所　

有
明
開
田
の
里
公
園
（
市
役

　
　
　
　

所
東
側
）
ほ
か

■
参
加
資
格
・
募
集
内
容

●
舞
台
出
演
者

　

市
内
の
保
育
園
、
学
校
単
位
等
で
編

成
し
、
発
表
の
場
に
向
け
て
練
習
し
て

い
る
個
人
あ
る
い
は
団
体
で
あ
れ
ば
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

出
演
時
間
は
、
出
演
団
体
に
よ
り
決

定
い
た
し
ま
す
。

●
踊
ろ
う
会

　

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
で
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
や
ハ
ン
ヤ
節
、
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
な
ど
大
勢
で
踊
っ
て
楽
し
め
る
曲
な

ら
な
ん
で
も
可
で
す
。（
１
チ
ー
ム
１

曲
５
分
以
内
の
出
場
と
な
り
ま
す
）

●
ナ
ン
コ
大
会

　

１
チ
ー
ム
５
人
で
あ
れ
ば
、小
学
生
・

中
学
生
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
大
人

の
方
に
は
焼
酎
も
準
備
し
ま
す
が
、
飲

酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
）

●
屋
台
村（
特
産
品
・
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
）

　

出
店
団
体
は
、
市
内
の
商
工
会
又
は

関
係
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
に
限

り
ま
す
。

　

出
店
料
は
、
テ
ン
ト
サ
イ
ズ
３
・
６

㍍
×
３
・
６
㍍
を
１
コ
マ
と
し
て
、
１

コ
マ
５
０
０
０
円
（
机
２
台
、
イ
ス
２

脚
付
き
）
で
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

１
ス
ペ
ー
ス
２
・
５
㍍
×
５
メ
ー
ト

ル
と
し
、
市
内
外
問
わ
ず
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

出
店
料
は
無
料
で
す
が
、
必
要
道
具

は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

11
月
２
日
（
金
）
ま
で

（
※
屋
台
村
に
つ
い
て
は
10
月
26
日
ま

で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
詳
細
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
有
明
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
市
役
所
港
湾
商
工
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

平
成
19
年
度
森
林
づ
く
り

推
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

推
進
員
は
市
の
委
嘱
を
受
け
て
、
森

林
所
有
者
を
訪
問
し
、
適
切
な
除
・
間

伐
が
集
団
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。

　

除
・
間
伐
を
実
施
し
た
い
方
は
、
各

地
区
の
森
林
づ
く
り
推
進
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
実
施
す
る
森
林
の
除
・
間

伐
が
災
害
の
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
し
ま
す
。

志布志地区
荒平　義雄
谷宮　誠實
坂口　三秋
田浦　安徳
坂下　宗法

有明地区
寶永　　九
西元　三郎

松山地区
新村　善次
大迫　一郎
谷口　　泉
金子　繁藏
原口　和任

木屋　武久
宮原　一也

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所 

林
務
水
産
課 

林
産
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
４
）

　

志
布
志
支
所
産
業
振
興
室
林
務
水
産
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
９
）

　

松
山
支
所
産
業
振
興
室
林
産
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）

狂犬病予防接種実施日程
場　　　所 時　　　間

　松　山　地　域（10 月 23 日（火））
新橋地区公民館裏 9:00 ～ 9:30
泰野地区公民館 9:40 ～ 10:10
尾野見地区公民館 10:20 ～ 10:50
　有　明　地　域（10 月 24 日（水））
伊崎田青少年館 9:30 ～ 9:50
役場下畜産指導センター 10:10 ～ 10:30
蓬原青少年館 10:50 ～ 11:10
通山青少年館 11:30 ～ 11:50
農村研修センター（宇都鼻） 13:30 ～ 13:50
原田青少年館 14:10 ～ 14:30
野神青少年館 14:50 ～ 15:10
山重青少年館 15:30 ～ 15:50
　志　布　志　地　域

10
月
25
日
（
木
）

八野構造改善センター 9:20 ～ 9:30
長岡商店前 9:45 ～ 9:55
西横尾下公民館 10:05 ～ 10:15
田屋敷バス停前（沢目記） 10:25 ～ 10:35
夏井公園 10:50 ～ 11:00
天神ドライブイン 11:10 ～ 11:30
旧職業安定所跡 11:40 ～ 11:50
旧杉原養鶏場跡前 13:20 ～ 13:35
平川商店 ( 清水 ) 13:40 ～ 13:55
大田食堂（一丁田） 14:10 ～ 14:20

10
月
26
日
（
金
）

農協田之浦支所 9:20 ～ 9:30
専念寺前 9:40 ～ 9:50
ひばり保育園横 10:10 ～ 10:30
大迫公民館 10:40 ～ 10:50
公設市場駐車場 ( 大原 ) 11:00 ～ 11:10
上昭和交差点（文化会館入り口） 11:20 ～ 11:30
谷口商店（町原） 11:40 ～ 11:50
山宮神社 13:20 ～ 13:40
旧高野商店（中宮） 13:50 ～ 14:00
運動公園(メインスタンド前） 14:10 ～ 14:20

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

10
月
23
日
（
火
）
か
ら
26
日
（
金
）

に
か
け
て
平
成
19
年
度
狂
犬
病
予
防
接

種
集
合
注
射（
第
２
回
）を
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
の
集
合
注
射
ま
た
は
、
今
年
度
、

動
物
病
院
等
で
注
射
を
受
け
た
犬
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
の
飼
い
主
に
は
、

毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
狂
犬
病
と
は
？

　

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ

り
、
人
を
含
め
た
全
て
の
温
血
動
物
が

感
染
し
ま
す
。

　

発
症
し
た
動
物
の
唾
液
中
に
は
ウ
イ

ル
ス
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
て
、
咬

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
傷
口
近
く
の
神
経
を
伝
っ

て
脳
へ
侵
入
し
、
興
奮
・
麻
痺
・
け
い

れ
ん
等
の
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
発
病
し
て
か
ら
で
は
有

効
な
治
療
方
法
が
な
く
、
ほ
ぼ
１
０
０

㌫
死
亡
し
て
し
ま
う
大
変
恐
ろ
し
い
伝

染
病
で
す
が
、
狂
犬
病
予
防
接
種
で
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
狂
犬

病
予
防
接
種
は
予
防
対
策
に
は
非
常
に

重
要
で
す
。

■
狂
犬
病
の
発
生
状
況

　

昨
年
、
狂
犬
病
流
行
国
で
犬
に
か
ま

れ
、
日
本
に
帰
国
後
の
11
月
に
狂
犬
病

を
発
病
し
死
亡
し
た
例
が
２
例
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
昭
和
32
年
以
降
狂
犬
病
の

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
狂
犬
病

は
世
界
各
地
で
年
間
約
５
万
５
０
０
０

人
、
ア
ジ
ア
地
域
で
約
３
万
人
の
命
を

う
ば
っ
て
お
り
、
国
内
で
も
発
生
が
非

常
に
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

■
対
象　

生
後
91
日
以
上
の
犬
で
、
ま

だ
本
年
度
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種

し
て
い
な
い
犬

■
費
用

●
登
録
済
の
犬
は　
　

３
０
０
０
円

●
新
規
登
録
の
犬
は　

６
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
登
録
料
と
注
射
手
数
料
）

■
持
参
物　

通
知
書

　
（
登
録
済
で
個
人
通
知
が
届
い
た
方
）

※
日
程
の
都
合
の
悪
い
方
は
、
各
獣
医

師
の
と
こ
ろ
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、　

動
物
病
院
で
の
接
種
は
、

別
途
診
察
料
及
び
往
診
料
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
、
登
録

済
み
の
犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
市
役
所
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

●
松
山
支
所　
　

市
民
課
環
境
衛
生
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

●
志
布
志
支
所　

市
民
課
環
境
衛
生
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

講演内容
（10:40 ～ 12:10）

【講師】
岡本香代子先生

（京都大学非常勤講師・医学博士）

【演題】
『きょうから始める若さと
健康をつくるウォーキング』
※入場無料です。どなたでも聴講できます。

志
布
志
地
区
公
民
館
分
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

志
布
志
地
区
公
民
館
分
室
（
旧
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
室
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

ご
利
用
の
際
に
は
使
用
料
や
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
地
区
公
民
館
℡
４
７
２
ー
２
６
０
１

全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、

志
布
志
地
区
防
犯
協
会
と
志
布
志
警
察
署

で
は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の
期
間
中
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
や
性
犯
罪
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
校
区
単
位
で
、
青
パ
ト
を

中
心
に
、巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

●
空
き
巣
ね
ら
い
を
防
止
す
る
た
め
、
各
家
庭

を
巡
回
し
、
戸
締
り
等
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

●
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
・
車
上
狙
い

の
防
止
の
た
め
の
防
犯
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
少
年
の
た
ま
り
場
に
な
り
や
す
い
コ
ン

ビ
ニ
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
パ
チ
ン
コ
店
・

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
等
を
巡
回
し
、
少
年

の
補
導
を
行
い
ま
す
。

●
広
報
車
ラ
イ
オ
ン
ズ
号
に
よ
る
広
報
を
は

じ
め
、チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
な

が
ら
、自
転
車
盗
・
車
上
狙
い
防
止
・
空
き
巣
ね

ら
い
防
止
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
ま
す
。

■
『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
』

　

を
合
言
葉
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で

協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

■市報しぶしについて
　最近、市報しぶしについて「カラーで贅沢」との声を耳にします。
　しかし、市報しぶしは DTP から DTPR（デスクトッププリプレ
ス）への移行を視野に、最低限の職員数で取材から編集、デザイン、
版までも作成することで、オールカラーでありながら県内でも上
位の低価格を実現しています。（36 ページ時で約 30 円です。これ
は家庭用プリンターで 2L 判用紙に写真印刷する位のコストです。）
　また、カラーでもモノクロでも価格
は同じになります。これからも市民の
皆様に愛されるように価格のみならず、
質の向上にも取り組みますので、ご意
見などありましたらお知らせください。

市報しぶしに広告を掲載しませんか？
　広告掲載料は1枠（56㍉×90㍉）で1万円です。1団体・
企業で 1 回に 2 枠分（56㍉× 180㍉）まで掲載できます。
　なお、法令などに違反しているものや風俗営業・ギャンブ
ルに関わるもの、政治活動・宗教活動に関するもの、市税を
滞納している者など、市が総合的に判断して適当でないもの
は掲載できません。詳細は下記まで問い合わせください。
■問い合わせ先　市役所総務課秘書広報係
　　　℡ 474-1111（内線 214）　Fax	474-2281
　　　E- メール　hisyokouhou@city.shibuhi.l

エル

g.jp 職員の手作りの市報です

ジャグラーショー
　　　もあるよ！



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel	099-482-5899)曽於市大隅町月野894番地 (曽於郡医師会立病院内 ) 市役所本庁舎に売店ができました、切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

障害者委託訓生募集

■訓練内容　W
ワ ー ド

ord、E
エクセル

xcel、I
インターネット

nternetとE-mail、ホームページ作成
■訓練実施校　鹿屋ビジネス専門学校
■訓練期間　平成19年12月5日（水）～平成20年2月29日（金）
　　　　　　（土・日、祝祭日、年末・年始等は休みです）
■対象者　休職中の身体障害者の方。
　（身体障害以外の障害をお持ちの方はご相談ください。）
■募集期間　11 月 7 日（水）まで
■受講料　　無料（訓練手当等の支給はありません）
■定員　　　10 人
■選考方法　面接（11 月 19 日（月）10:00）
■合格発表　11 月 27 日（火）　文書で本人に通知します
■申し込み先
　鹿児島障害者職業能力開発校（℡ 0996-44-2206）
　最寄の公共職業安定所を経由してください
	問い合わせ先　鹿屋ビジネス専門学校
　　　　　　　℡ 0994-46-5088　Fax 0994-46-5123

NPO 法人傾聴ボランティアからのお知らせです

■相撲道学校を開設します
　傾聴ボランティアでは、子どもから大人まで心身の鍛錬
と健康づくりのために相撲道教室を開設します。
　●日時　週 3 回（月・水・金）　16:00 ～ 18:00
　●場所　NPO 法人傾聴ボランティア事務所
　●参加費　無料　●参加資格　どなたでも（小学生から大人まで）
　●副教授　希望者は中学生まで英会話を教えます
■独身男女交流会を開催します
　傾聴ボランティアでは、結婚を考える独身者のための交
流会を開催します。お気軽にご参加ください。
　●日時　11月4日（日）・11月11日（日）　11:00～14:00
　●場所　NPO 法人傾聴ボランティア事務所庭園
　●会費　2000 円（食事代として）
　●募集定員　
　　11 月 4 日（20 歳位～ 40 歳位）　男女とも 20 人
　　11 月 11 日（30 歳位～ 50 歳位）　男女とも 20 人
	問い合わせ先　NPO 法人傾聴ボランティア事務局
　　　　　　 　℡ 472-2450（指導者宮田慶一郎）

平成 19 年度学校見学会（体験学習）のご案内

　県立鹿屋養護学校では、児童生徒とその保護者、学校の
教育に関心のある一般の方を対象に「小学部学校見学会、
中・高等部体験学習」をします。
■日時　11 月 7 日（水）　9:00 ～ 11:45
　　　　教育相談を希望の場合　13:20 ～ 14:20
■対象者
　●幼児及び小・中学校に在籍している次のような児童生
　　徒です。また、保護者や担任の先生、特別支援学校の
　　教育に関心のある方も参加できます。
　●小学部対象者は、授業参観（校内見学）、中・高等部
　　対象者は学習参加となります。
　●保護者のみの見学も受け付けます。小学部対象の児童
　　は保護者と一緒に授業参観（校内見学）をしていただ
　　くことになります。
■申し込み締め切り　10 月 18 日（木）
 申し込み・問い合わせ先　県立鹿屋養護学校
　　　　　℡ 0994-44-5109　Fax 0994-44-5239
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平成 19 年度「かごしま住まいと建築展」

　鹿児島県では、今年も ｢かごしま住まいと建築展｣ を下
記のとおり開催いたしますので、鹿児島市内へお出かけの
方は是非お立ち寄り下さい。
■会　期　10月19日（金）～21日（日）　10:00 ～ 17:00
■会　場　かごしま県民交流センター
■テーマ　「21 世紀	私たちのすまい	
　　　　　　　　　　～安全・安心・かごしまスタイル～」
■主な催しの内容（予定）
　●テーマ展示（テーマに沿った企画展示や催し）
　●住まいと建築に関するパネル、写真、模型、材料等展示
　●新技術 ･ 新建材の展示（出展社 ･ 団体）　●講演会
　●住まいと建築なんでも相談
　●建築関係団体等による関連行事（作品展示 ･ 表彰式）
　●その他（親子木工教室、竹細工教室、建築ふれあい体験等）
 問い合わせ先　かごしま県民交流センター ℡ 099-221-6600

乳がん健診のお知らせ

■日時　10 月 28 日（日）　9:30 ～ 17:00（70 人）
　　　　午前の部　		9:30 ～ 12:30（35 人）
　　　　午後の部　13:45 ～ 17:00（35 人）
■場所　サンポートしぶしアピア駐車場
■検診料（事前申込が必要になります）
　マンモグラフィー検診料（アピア協賛）	 5200 円
　超音波検診料	 4000 円
　マンモグラフィー＋超音波（併用検診）	 9000 円
■申込締切日　10 月 20 日（土）
	申込・問い合わせ先　サンポートしぶしアピア企画部
　　　　　　　 　℡ 472-5111（大廻）　Fax 472-5380
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県共催不動産無料相談会のお知らせ

　鹿児島県宅地建物取引業協会では毎年、無料相談会を
行っております。当日は弁護士や税理士、司法書士、土地
家屋調査士、行政書士の専門相談員などが不動産に関する
相談に応じます。お気軽にご相談ください。
　相談は無料で秘密は固く守られます。
■日時　11 月 9 日（金）　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 2 Ｆ
 問い合わせ先　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部
　　　　　　　　　℡ 0994-43-0436

土木フェスティバル in かのや 2007

■日時　11	月 10 日（土）10	時～ 15 時
■場所　霧島ケ丘公園
■内容　市町村コーナー、建設機械の展示・試乗、降雨体験等
	問い合わせ　土木の日イベント　実行委員会事務局
　　　（大隅河川国道事務所内）　℡ 0994-65-2541

任期制自衛官募集！　2 等陸・海・空士

■受付期間　10 月 15 日（月）～ 11 月 26 日（月）
■試験日時　12 月 1 日（土）又は２日（日）
■試験会場　12 月 1 日（土）　海上自衛隊　鹿屋航空基地
　　　　　　12 月 2 日（日）　海上自衛隊　川内駐屯地
■応募資格　18歳以上27歳未満の男子（採用予定日1日現在）
■処遇等
　●身分　特別職国家公務員
　●給与　初任給　157,500 円　９ヵ月後　172,100 円
　●賞与　年２回　●衣・食・住　無料及び貸与
　●休日・休暇　週休２日制　年次休暇　年間 24 日等
	問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部
　　　　　　　　　　大隅地域事務所　℡ 099-482-1405

市報しぶしに掲載する

有料広告を募集します！
　市では、新たな財源を確保し、市民サービスの向上
と地域経済の活性化を図るため、市報しぶしに掲載す
る有料広告を募集します。
　市内外の企業のほか個人、団体の広告にもご利用い
ただけます。
■問い合わせ先
　市役所総務課　℡ 474-1111（内線 214）

【
広
告
例
】

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。

広
告
枠
数
は
毎
月
８
枠
以
内
と
し
、
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
次
号
６
月
号
掲
載
分
に
つ
い
て

は
５
月
25
日
ま
で
と
し
ま
す
。
広
告
掲

載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備
し
て

あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

10 月
11月

 14日 山口内科（内科） ℡473-1188
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  藤後クリニック（内科） ℡472-1237
28日 大山病院（内科） ℡472-1400
  砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
３日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
４日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  砂原医院（内・外科、小児科） ℡474-0020
11日 みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
  大山病院（内科） ℡472-1400

10月・11月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

10/

11/

松山地区　
10 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
11 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
志布志地区
10 月 ９ 日～ 10 月 15 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
10 月 16 日～ 10 月 22 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
10 月 23 日～ 10 月 29 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
10 月 30 日～ 11 月 ５ 日	 山本組	 ℡ 472-1101
11 月 ６ 日～ 11 月 12 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
11 月 13 日～ 11 月 19 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
有明地区
10 月　　有明水道土木	 ℡ 475-0635　　有線 3672
11 月　　郡山工業	 ℡ 475-0008　　有線 2691

水道修繕当番店
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編
集
後
記

▼
き
ら
め
き
県
体
で
は
、
出
場
し
た
選
手

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、大
会
運
営
を
手
伝
っ

て
い
た
中
学
生
を
始
め
と
す
る
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

▼
ま
た
、
地
域
の
運
動
会
等
に
参
加
し
て

私
と
同
じ
く
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛
感
さ

れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
▼
市
で
は

市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

で
き
る
よ
う
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
体
力
向
上
や
健
康
維
持
、
仲
間

作
り
の
た
め
に
も
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
▼
そ
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
次
は
芸
術
の
秋
で
す
。

市
内
各
地
で
芸
術
祭
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
芸
術
に
触
れ
る
機
会
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
会
に

何
か
始
め
て
み
た
い
と
思
う
方
に
は
も
っ

て
こ
い
か
と
思
い
ま
す
。
▼
私
も
、
夢
中

に
な
れ
る
も
の
を
探
し
に
、
あ
ち
こ
ち
の
芸

術
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
本
）

　

10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

10
月
28
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
）

　

10
月
19
日
、
31
日
、
11
月
12
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
山
重
芝
用
）

　

毎
週
日
曜
日
11
時
～
14
時

第
２
回
志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会
及
び

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り　

10
月
27
日（
33
頁
）

ニ
ュ

ー
ス

・
ご

意
見

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

E-m
ail info@

city.shibushi.lg.jp
ま

で
ご

一
報

く
だ

さ
い

◎
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


